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取扱説明書 


お買い上げいたださまして、ありびとラござ 
います。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読み 
いただき、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れる所 
に保証書、オンキヨーご相談窓口 -修理窓口 
のご案内ととちに大切に保管してください。 
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主な特長 


4 


[ 主な仕様 J - 

■ TV のリモコン1つで他社製 TV と本機がシステムリンク ( PU 卜 の） 

〔付属のサテライトスピーカー I - 

■ ウーファー振動板に強勒な振動数な5ではの力強さと、小□径 8 cm ユニットの緻密さを併せ持つ 
再現性豊かな A - OMF コーン搭載 
■ ツィーター振動板にバランスドーム型を採用 

r 音質設計 1 - 

■ 電源- GND 強化に BUSBAR 採巧 

■ 24ビツト /192 kHz D / A コンパ'-夕一搭載 ベクタ_ 

■飛躍的な音質向上、デジタル信号か5ピュアなアナ□グ信号を生成ずる VLSC * 1 (Vector Linear 

Shaping Circuitry ) 搭載 

■ 信号とノイズ領域との近接を回避して聴感上の S / N を向上させるオプティマム-ゲイン-ボリューム回路 
■ 高品位な低音増強を可能にずるバスレフ技術 「AERO ACOUSTIC DRIVEJ を搭載 


r 音声機能 1 - 

■ ドルビー* 2 デジタルプラス、ドルビー TmeH □再生巧能 

_ エイチデイー エクスプレス 

■ DTS *3- HDA イレゾ U ユーンヨンオーデイオ、 DTS - HD マスターオーデイオ 、 DTS Express 再生巧甚巨 

■ AAC * 4 デコーダー搭載 'ンァ，_デけのョナル 

■高品位パ‘ーチヤルヴラウンド機甚巨 rTheater-Dimensional * & 「 DTS サラウンドセンセーシヨン」搭載 
■ 圧縮された音楽ファイルをより良い音で楽しむ Music Optimizer が機能搭載 
■ 音声と映像のズレを?甫正ずる AV シンクコント□-ル機能搭載 
■ 付属の測定用マイクで自動スピーカー (Audyssey 2 EQ * 7 ) 設定 

■か音量でもサラウンドを楽しめる LATE N 旧 HT 機能（ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラ 
ス、ドルビー TrueHD 時のみ） _ _ 

■ か音量でもサラウンドを楽しめる Dynamic EQ 機能搭載 

インテ U ポ U ユーム 

■ Intelli Volume 機旨 g 


r 入出力系統 J - 

■ デジタル音芦/映像信号を 1 本のケーブルで伝を可能な HDMrs 入力 2 系統、出力 1 系統装偏 
■ デジタル入力端モとして光2系統/同軸1系統装備 
■ サブウーファープリアウト装棉でアンプ内蔵サブウーファーにも対応 
■ 3つの LINE 入力装備 

#1 VLSC は、オンキヨー株式会社の登録商標です。 

ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造されています。 

" Ddby "、 "ドルビー "、 "Pro Logic " およびダブル D 記号は、ドルビーラボラト U - ズの商標です。 
合衆国特許権に基づさ製造されています。 

US ノ（テントナンノ（一：已 .4 已 1.942; 己白己ら674:己.974,380: 5,978,762： 6,226,6]已； 6.487.己3己 
DTS は DTS 社の登録商標です。 

DTS □ユ DTS - HD . DTS-HD Master Audi □および DTS Surround Sensation は DTS 社の商標です。 
◎ ] 996-2008 DTS . Inc . All Rights Reserved . 

AAC □ゴは、ドルビーラボラト U - ズの商標です。 

*5 Theate 卜 Dimensional は、オンキヨー株式会社の商標です。 

が Music 日が imizer は、オンキヨー株式会社の商標です。 

*7 Audyssey Laboratories からの実施権に基づき製造されています 。 Audyssey 2 EQ と Dynamic EQ 
は Audyssey Laboratories の商標です。 

*8 HDM し HDMI □コ‘および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMl Licensing LLC の商標 
または登録商標です。 

* x . v . Colo 「 は、ソニー株式尝社の商標です。 

カタ□グおよび包装箱などに表示されている型名の最後のアルファベッ ト は、製品の色を表わず記号でず。色は異 
なっても操作方まは同じです。 



















ま全上のごミ主意 

安をにお使いいただくため、ご使巧の前に必ずお読みください。 


電気製品は、誤った使いかたをずると大変危険でず。 

あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、「安全上のごま意」を必ずお守 
り < ださし、。 


r 警告」と「注意」の見かた 

間違った使いかたをしたときに生じること 
が想定される危険度や損書の程度によって、 

「警告」と惜意」に区分して説明しています。 


Tfmm 

誤った使いかたをすると、 
火災•感電などによ0死亡、 
または重傷を負ラ可能性び 
想定される内容です。 


ymm 

誤った使いかたをすると、 
けびをしたり周辺の家財に 
損害をちえる可能性び想定 
される内容です。 


給表示の見かた 


A 記号は「ごま意く 
ださい」といラ内容 
を表しています。 


A A 

高温注意感電注意 


&記号は「〜してはい 
けない」といラ禁止の 
内容を表しています。 


® 備 

分辭禁止城れ手禁止 


♦記号は「必ずして 
ください」といラ強制 
内容を表しています。 


® 〇 

電源プラグを]必ずする 
ンセントから巧く 


警告 


故障したまま使用しない、異常び起きた5 
ずぐに電源プラグを巧く 


© •煙び出ている、変なにおいや音 
がする 

•本機を落としてしまった 
電源プラグ •本内部に水や金属び人ってし 
をコンセン まつた 

卜から撮く このよラな異常状態のまま使用す 
ると、火災•感電の原因となります。 
すぐに電源プラグをコンセントか 
5おいて販売店に修理-点検を依 
頼してください。 

カバーははずさない、分解、改造しない 

火災-感電の原因とな0ます。 
内部の点検-整備-修理は販売店 
に依頼してください。 

分解禁止 


接続、設置に関ずるご注意 _ 

■通風孔をふさがない、放熱を巧ばない 

Q 本機には内部の温度上昇を防ぐた 
め、ケースの背面に通風孔びあけ 
てあります。通風孔をふさぐと内 
部に熱びこち0、火災ややけどの 
^ 原因となることがあ0ます。 

•押し入れや本箱など通気性の悪 
い狭い所に設置して使用しなし、 

(本機の天面、横か日2日 cml ； (上、 
背面か5 ] 0 cm 政上のスペース 
をおける） 

• 逆さまや横倒しにして使用しない 
• 巧や テーブル ク□スをかけない 
• じゅラたんやふとんの上に置し、 

て使用しない 

■水蒸気やかのかかる所に置かない、本機の 上 
に液 «： の入った容器を置かない 

本機に水滴や液体び入った場含、 
火災•感電の原因となりまず。 

• 風呂場など湿度の高い場所では 
水場での 使用しなし、 

使用禁止 ■ 調理台や加湿器のそばには置かない 
•雨や雪などびかかるところで使 
巧しない 

•本磯の上に花びん、コップ、化 
水磊れ禁止 粧品、ろうそくなどを置かない ち 























電源コード-電源プラグに関ずるごま意 


■電源コードを傷つけない 


0 

禁止 


• 電源コードの上に重い物をのせ 
た0、電源コードび本機の下敷 
にな5ないよラにする 
•傷つけたり、加工した0しない 
•無理にねじったり、引っ張った 
0しなし、 

•熱器具などに近づけない、加熱 
しない 

電源コードび傷んだ5 (芯線の麗 
出-断線など）販売店に交換をご 
依頼ください。 

そのまま使用すると火災-感電の 
原因となります。 


■ 電源プラグは定期的に掃除ずる 


■ 長時間音がひずんだ状態で使わない 


Q アンプ、スピーカーなどび発熱し、 
火災の原因となることびあ0ます。 

禁止 


■雷が鳴りだした5本機、接続機器、接続コード、 
電源プラグに觸れない 


接触禁止 


感電の原因となります。 


電池に関ずるご注意 


■乾電池を巧電しない、加熱•分解しない、义 
や水の中に入れない 


〇 電源プラグにほこりなどびたまつ 
ていると、火災の原因とな0ます。 
電源プラグを抜いて、乾いた巧で 
必ずするほこ0を取0除いてください。 


使用上のご注意 

■本機巧部に金属、燃えやずいものなど異物を 
入れない 


0 

禁止 


火災-感電の原因とな0ます。特 
にかさなお子様のいるご家庭では 
ごま意 < ださい。 

•本機の通風孔、ダクトか5異物 
を入れない 

•本機の上に通風孔に入0そラな 
かさな金属物を置かない 


0 

禁止 


電池の破裂、液ちれによ0、火災- 
けびや周囲を巧損する原因となる 
ことがあ0ます。 

• 指定政がの電池は使用しない 
•新しい電池とちい電池を混ぜて 
使用しない 

•電池を使い切ったとさや長時間 
リモコンを使用しないとさは電 
池を取0出す 


• コインやネックレスなどの金属 
物と一緒に保管しない 
• 極性表示（プラス©とマイナス© 
の向き）にま意し、表示通りに 
入れる 

■電池か5漏れ出た液にはさわ5ない 


接触禁止 


万一、液び目や□に入ったり皮膚 
に付いた場合は、すぐにされいな 
水で充分洗い流し、医師にご相談 
<ださい。 



接続、設置に関ずるごま意 _ 

■ 不安定な場所や振動ずる場所には設置しない 

強度の足りないぐ5ついた台や振動 
( X ) する場所に置かないでください。本 
V V 機び落下したり倒れたりして、けび 
の原因となることびあります。 

A スピーカーを 壁に取り付けるとを 
は、壁の材質、また、桂などの位 
置にミち意して<ださい。（ネジの保 
持強度に大さな差び出ますので、 
胃' 販売店にご相談ください。） 


■ 本機の上に1 Ok 呂む上の重いちのやが巧か5 
はみ出るような大きなものを置かない 

0 バランスびくずれて倒れたり落下 
して、けびの原因となることびあ 
0ます。また、本機に乗ったり、 
禁止 ぶら下びったりしなし、でくださし、 

■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つま 
ずいたり引っかかった0して、落 
下や転倒など事故の原因となるこ 
注意 とびお0ます。 











電源コード-電源プラグに関ずるご注意 


■ 表示された電源電圧(交流100ボルト)で使巧ずる 


〇 本機を使用でさるのは曰本国巧の 
みです。 

表示された電源電圧!^^がで使用す 
必ずするると、火災•感電の原因となります。 

■ 電源コードを束ねた状態で使用しない 

0 発熱し、火災の原因となることび 
お0ます。 

禁止 

■電源プラグを巧くときは、電源]-ドを引っ張5ない 


0 コードび傷つさ、火災や感電の原 
因となることがあ0ます。 

プラグを持って巧いて<ださい。 

禁止 


使用上のご注意 


■ 通風孔の温度上昇にま意 

A 本機の通風孔付近は放熱のため高温 
になることがあ0ます。電源び入っ 
ているとさや、電源を切った禮しば 
高温注意らくは通風孔付近にごま意ください。 

■音量にま意ずる 

〇 突然大をな音び出てスピーカーや 
ヘッドホンを破損した0、聴力障善 
などの原因となることびあ0ます。 

必ずする 

■長時間大きな音でへッドホンを使用しない 

Q 聴力に悪い影響をちえることびあ 
0ます。 

禁止 


国長期間使用しないとをは電源プラグをコンセントか6抜く 

® 絶縁祟化やろラ電などによ0、火 
災の原因となることがあ0ます。 

電源プラグをコン 
セントから巧く 


■ 電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差し込む 


〇 

確実に 

差し込む 


差し込みび不完全のまま使用する 
と、感電、発熱による火災の原因 
とな0ます。 

プラグび簡単に抜けてしまラよラな 
コンセントは使用しないでくださし、。 


■めれた手で電源プラグを抜き差ししない 


插れ手禁止 


感電の原因となることびあります。 


■ お手入れの際は電源プラグを抜く 

® お手入れの隙は、安全のため電源 
プラグをコンセントから巧いて 
行ってください。 

電源プラグをコン 
セントから巧く 


■キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、 
磁気を利用した製品を近づけない 

0 磁気の影響でキャッシュカードや 
フ□ッ ピー ディスクび使えなく 
なったり、データび消失すること 
禁止 げありまず。 


移動時のご注意 


■移動時は電源プラグや接続コードをはずず 

© コードび傷つさ火災や感電の原因 
となります。 

電源プラグをコン 
セントから抜く 


■本機の上にものを乗せたまま移動しない 

Q 本機の上に他の機器を乗せたまま 
移動しないでください。落下や転 
倒してけびの原因となりまず。サラ 
な||_ ンネットや スピーカーユニッ ト部を 

^ 持って移動させないでください。 


■ 機器内部の点検について 

お客様のご使巧状況によって、定期的に機器内部の掃除をおすすめします。 

本機の内部にほこりびたまったまま使用していると火災や故障の原因となることがあります。特に湿気の 
をくなる梅雨期の前に行ラと、より効果的です。内部清掃については、販売店にご相談ください。 

■ 本機のお手入れについて 

• 表面のミちれは、中性洗剤をラすめた液に巧を浸し、固く絞って拭き取ったあと乾いた巧で巧いてください。 

化学ぞラさんなどをお使いになる場合は、それに添巧の注意書をなどに従ってください。 

• シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装が落ちたり変形すること 
びあ0ます。 










スピーカー取り扱い上のごを意 


■お手入れについて 

製品の表面は時々柔5かいをでか5ぶをしてく 
ださい。汚れびひどいとさは、中性洗剤をラす 
めた液に、柔5かい布を浸し、固く絞って巧れ 
をふき取ったあと乾いた巧で仕上げをしてくだ 
さい。固い巧や、シンナー、アルコールなど揮 
発性のちのは、ご使巧にな5ないで<ださし、。 
化学ぞラをんなどをお使いになる場合は、それ 
に添付のま意書さなどをお読みください。 

スピーカーの サランネットにほこりびついたと 
きは、掃除機で吸い取るかブラシをかけるとよ 
くほこりを取ることびできます。 

■テレビやパソコンとの近接使用について 

一般にテレビやパソコンに使用されているブラ 
ウン管は、地磁気の影響さえ受けるほどデ U ケー 
卜なわのですので、普通のスピーカーを近づけ 
て使用すると、画面に色む5やひずみび発生し 
ます。 

本機は（社）電子情報技術産業協会 ( JEITA ) 
の技術基準に適合した防磁設計を施して います 
ので、テレビなどとの近接使巧び可能です。た 
だし、設置のしかたによっては色む5び生じる 
場合びあります。その場含は一度テレビの電源 
を切り、 ] 曰分〜3日分後に再びスイッチを入れ 
てください。テレビの自己消磁機能によって画 
面への影響び改善されます。その媛ち色む5び 
残る場合はスピーカーをテレビか5離してくだ 
さい。また、近くに磁石など磁気を発生するわ 
のびあると本機との相互作巧により、テレビに 
色む5び発生する場合びありますので設置にご 
ミち意 < ださい。 


■取り扱い上のごま意 

本機は通常の音楽再生では問題ありませんび、 
次のよラな特殊な信号び加え5れますと、過大 
電流による焼損断線事故のおそれびあ0ますの 
でごを意 < ださい。 

® FM チューナーび正しく受信していないとき 
のノイズ 

@発振器や電子楽器等の高い周波数成分の音 
感オーディオチてック用 CD などの特殊な信号音 
④マイク使巧時の八ウリング 
感 テープレコーダーを 早送りしたときの音 
愈アンプび発振しているとき 
@ピンコードなど、接続端テの巧さ差し時の 
シヨック音 


8 




箱を開けた5、まず 


^箱の中身を確認する 


ご使用の前に次のちのびそろっていることをお確かめください。 （） 内の数字は数量を表しています。 


♦ AV センター （1) 
( SA -20 已 HD ) 



♦才ーデイオ巧 ♦リモコン （ RC - 白 78 S )(1) 

光デジタルケーブル 1.5 m (1) ♦乾電池（単3お） （2) 




♦測定用マイク （1) 



♦取扱説明書（本書) （1) 

♦保証書 （1) 

♦オンキヨーご相談窓口 -修理窓□のご案の （1) 
♦ユーザー登録力ード （1) 


HTP-V20HD 


♦ヴブウーファー （1) 
( SWA - V 20 HD ) 



♦サブウーファー用 
コルクスペーヴー （1 組〈4個〉) 



♦ヴテライトス ピーカー （吕) 
( ST - V 20 HD ) 



♦スピーカー金具 （2) 
♦壁掛けネジに） 

趣) がが 


•スピーカーコード （3) 
(ヴテライトスピーカー/ 
ヴブウーファー用） 



赤線入り 白線入り紫線入り 
(3.5 m ) (3.5 m ) (5 m ) 


♦サテライト スピーカー 用 
コルクスぺーヴ ー（ 1組〈8個〉) 



音のエチケット 

楽しい映画や音楽わ、時間と場所によっては気になるちのでず。 
隣近所への配慮を十分しましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めるのわ一 
つの方法です。お互いにむを配り、快い生活環境を守0ましよラ。 



9 





















箱を開けた5、まず 


[ U モコンの巧電池の入れかたと交換のしかた 


①カバーを矢印の方向に ③中の極性表示にしたびって、③カバーを戻す。 

持ち上げる。 付属の電池2個をプラス©、 

マイナス©を間違えないよ 
ラに入れる。 




リモコン操作の反応び悪くなった5、2本とも新しい乾電池（単3形）と交換してください。 

•電池の極性（©、 ©) は、表示通り正しく入れてください。 

• 種類の異なる電池の使用や、新しい電池とちい電池の混用は避けてください。 

•長期間 U モコンを使用しないとをは、電池の液ちれを防ぐため、電池を取0出しておいてください。 


[ u モコンの使いかた 


SA -20 已 HD 



U モコンを本機の U モコン受光部に向けて操作してください。 

• U モコン受光部に直射日光やインバーター堂光灯などの強い光を当てないでください。 

•赤外線を発射する機器の近くで使用した0、他の I 」モコンを併用すると誤動作の原因となります。 

• U モコンと U モコン受光部の間に障害物びあると、操作でをません。 

• U モコンの上に本などの物を置かないでください。ボタンび押し続け5れた状態になり、電池び消 
耗してしまうことびあります。 
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箱を開けた5、まず 


巧廣のコルクん^ — ヴ—を使っ _ 

■ サブウーファー ( SWA - V 吕 OHD ) 用〕ルクスぺーヴ ー 

よ0良い音でお楽しみいただくために、付属のコルクスペーサーのご使用をおすすめします。また、 
コルクスぺーサーを使用することで、すべりにくく安定して設置することびできまず。 



■ ヴテライトスピーカー ( ST - V 20 HD ) 用〕ルクスぺーヴ ー 

よ D 良い音でお楽しみいただくために、付属のコルクスペーサーのご使用をおすすめします。 
また、コルクスぺーサーを使用ずることで、ずべりにくく安定して設置ずることびで走ます。 

たて置さの場合 壁に掛けて使用ずる場合 



スペーサーは吕枚重ねて2ケ巧にお0付けると、 
安定して設置でさまず。 
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箱を開けた5、まず 


[ M 掛け金具のほいかた 

V_ 


付属の壁掛け金具を使って、壁にサテライトス 
ピーカー （ ST - V 2 日 HD ) を掛けることびできま 
す。 

スピーカーの上下を逆にし、付属のネジを使っ 
てキャビネットの背面に金具を取り付けます。 
付属のヴテライトスピーカー巧コルクスペー 
ヴーを図の位置に2枚重ねて貼0付けると、安定 
した設置びできます。また、サランネットは取 
りはずせまずので上下逆にすることびできます。 



壁に掛けて使用する場合、壁の強度に十分注意してくださし'1。壁はその材質、また惕(さん)などの位置により、 
ネジの保持強度に大きな差び出ますので、取り付けに際しては十分ミ主意してください。 

壁につけるネジは、頭の直径が 4 mm 政上目.已 mmUTF 、 ネジの直径び 4 mm し U 下で、でさるだけ太く、長い 
ものをご使用ください。〔壁等に取り付ける隙は、専門施工業者へ依頼することをおすすめします。取り付 
けの不備によって損害や事故び発生した場合、当社では一切責任を負ラことがでをませんのでご了承くださ 
い。） 



■ 市販のスタンドや金具を使って固定ずるには 

市販のスタンドや金具を使巧でをるよラに、スピーカーの背面に M 曰用ネジ巧1個、底面にピッチ 
目日 mm で M 日用ネジ巧を2個設けています。取0付け方法については、 

ご使用になるスタンドや金具の説明書をご覧ください。 

スタンドや金具をご使用になるときは、スタンドの厚みを考慮し 
て有効ネジ長び7〜 ] 2 mm のちのをご使用ください。 

7〜] 2 mm 


曰 mm 



市販の金具 


M 己ネジ 
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各部の名前と働さ 


SA -205 HD 煎面パネル 



① ON/STANDBY ボタン 

電源のオン/スタンバイを切り換えます。 

感 STANDBY インジケーター 

スタンバイ状態のときや、 U モコン信号を受 
信すると点灯しまず。 

感リモコン受光部 

U モコンか5の信号を受信します。 

® 表示部 

次ページをご覧ください。 

©MASTER VOLUME ッマミ 

音量を調整します。 

©PH0NES5 扇子 

へッドホンの S ニプラグを接続します。 


@D 旧 PLAY ボタン 

表示部の表示を切0換えます。入力信号の種 
類や U ス ニン グモードを確認することびでを 
ます。 

ヴプウーファーレベルコント□—ル 

®SW LVL CTRL ボタン 

サブウーファーのレベルを切0換えます。 

©LISTENING MODE ^/ ►ボタン 

U スニングモードを切0換えます。 

SW LVL CTRL ボタンを巧したときは、サブ 
ウーファーの音量レベルを調整するボタンに 
な0ます。 

©INPUTS / ►ボタン 

入力を切0換えます。 

たットアップマイク 

⑩ SETUP M に砸ず 

Audyssey 2 EQ 機能を使って スピーカー 
設定をするとをにのみ使用します。付属の測 
定用マイクを接続して、スピーカーの数や位 
置を検知します。付属のマイク政外のわのは 
接続しないでください。 
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各部の名前と働を 


{ SA -20 已 HD 表巧部 

V_ 


オデッセイ 

AUD 丫 SSEY 表示- 

自動スピーカー測定中に点滅し、測定渡は点灯しまず。 

オデッセイ 

また、スピーカーの音場補正の設定で 、 Audyssey 
に設定していると点巧します。 


ス U — ブ 

I— SLEEP 表示 

ス U —プタイマーび設定 
されているとをに点なし 
ます。 


5ューテ ィング 

MUTING 表示 

S ューティングび働いて 
いるとをに点な、または 
点滅します。 



入力音靑表巧 


を目的表示部 


入力または選択されている音声の 
種類を表示します。 


入カソースと音量を表示します。 

U モコンの表示ボタンを巧すと、 
入力されている信号のフオーマット 
やリスニングモードを表示します。 


デジタル入力信号フォーマット/ 
リスニングモード表示 

入力されているデジタル信号の種類 
およびリスニングでードを表示します。 


入力信号表示 


表示 

入力信号 

PCM 

PCM 

□□□ 

Dolby Digital 

P~rn 

DTS 

AAC 

AAC 

□□D+ 

Dolby Digital Plus 

□□HD 

Dolby TrueHD 

ESEXP 

DTS Express Audio 

Eg HD HR 

DTS-HD High Resolution Audio 

eg HD MSTR 

DTS-HD Master Audio 

DSD 

Direct Stream Digital 

T-D 

Theater-Dimensional 
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各部の名前と働さ 



① D に ITAL C 日 AXIAL 端モ 

デジタル音声の入力端子です。市販の同軸デ 
ジタルケーブルを使用して、デジタル再生機 
器を接続します。 


©DIGITAL IN OPTICAL 1/2 端モ 

デジタル音声の入力端子です。付属のオー 
デイオ用光デジタルケーブルを使用して、デ 
ジタル再生機器を接続します。 


感 HDMI IN 1/2 端子 

接続した機器か5デジタル映儘信号とデジタ 
ル音声信号を入力する端テです。 

I イチディ-1ムアイアウト 

©HDMI OUT 端子 

本磯か5デジタル映像信号をテレビなどに出 
力する端テです。設定により、デジタル音青 
信号わ同時に出力することびでさます。 

®SPEAKERS5 扇子 

(FRONT/CENTER/SURROUND/ 

SUBWOOFER) 

左ちフ□ントスピーカー、センタースピー 
力一、左ちサラウンドスピーカー、サブウー 
ファ 一を接続する端テです。 

感電源コード 

家庭用 AC 1 日 0 V 電源コンセントに接続しま 
す。 


@RI REMOTE CONTROLS? 

Rl 端テ付きのオンキヨー製品と接続し連動 
させるための端子です。 RI ケーブルの接続 
だけではシステムとして働さません。オー 
デイオ用ピンコードわ正しく接続してくださ 
い。 

©LINE 1/2/3 INPUT 端モ 

才ーデイオ用ピンコードでビデオデッキなど 
のライン出力（アナ□グ）端テと接続します。 

感 P ち」 E duKSURROUND B ぶ 5k) 端子 

左ちサラウンドバックスピーカーをパワーア 
ンプなどを経由して、接続する端テです。 

®PRE duT(SUBW06FER)5S? 

アンプ内蔵のサブウーファーを接続します。 

® 放熱用ファン 

本体内部の温度び上昇したときに、フアンび 
回0ます。 
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各部の名前と働を 


サブウーファー (SWA-V20HD) 


キャビネット 


0 

ノ 

/ 


□ 

© 

/ 

ノ 

/ 



/ 


バスレフダクトサランネット スピーカー端子 


[it テライトスピーカー (ST-V20HD) 



サランネット 
取り付けホルダー 


ッィーター 


サランネッ I 



ウーフ アー 


キヤビネット 



■ サランネットの脱着について 

ヴテライトスピーカー ( ST - V 2 日 HD ) は前面のサランネットを取りばすすことびできます。サランネッ 
卜を付けたり、はずしたりするときは次のように巧ってくださし、。 

1 . サランネットの端を持ち、手前に軽く引っ張り、サランネットの端をはずします。 

2. 同じようにサランネットのもう]つの端を手前に引っ張ると、サランネットは本体か5はずれます。 

3. 取り付けるとをは、サランネットの四隅にあるピンを本体のサランネット取〇付けホルダーに含ね 
せて巧し込みまず。 


































































各部の名前と働さ 


{ jj モコン me - ち 783) 


スリープボタン 

ス U —プタイマーを設定 
します。 


• 本機を操作ずるとさのボタン 

電源ボタン- 

電源のスタンバイ/オン 
を切り換えます。 


設定ボタン- 

押すと、各種設定モードに入 
ります。また、3秒し:(上長巧 
しして、デジタル入力を固定 
することちでをます。 


チャンネル選択ボタン ー 

レベルを設定するスピー 
カーを 選びます。 


▲ /▼/◄/►/ 決定ボタン- 

各種設定をしていると舌に、 

▲ /▼/ ィ/►ボタンで項目や 
数値を選びます。中央の決定 
ボタンを巧すと、選んだ内容 
を確定します。 


音量 ▲/▼ ボタン- 

音量を調整します。 


リスニングモード ◄/ ►ボタン^ 

リスニングモードを選びます。 



入力切換◄/►ボタン 

入力を切り換えます。 


明るさボタン 

表示部の明るさを切日 
換えまず。 


テスト!''ーンボタン 

各スピーカーからテスト 
音び出力されます。 


L 表示ボタン 

表示部の表示を切0換え 
ます。入力信号の種類や 
U スニングモードを確認 
することびでさます。 


—レイトナイトボタン 

ノ」、音量で楽しみたいと 
さに、ダイナミックレ 
ンジを切り換えます。 


消音ボタン 

音量を一時的にルさくし 
ます。 


戻るボタン 

設定中にひとつ前の項目 
に戻日ます。 
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スピーカーを接続ずる 


ホ — ム シアター を楽しもラ 


本磯は優れた機能を使って音の立体感、移動感を実現し、ご家庭で簡単に劇場やコンヴートホールさ 
なびらの臨場感あふれる音響効果をお楽しみいただけます。再生する信号や、接続するスピーカーの 
数によって、 DTS やドルビーデジタル再生、オンキヨー独自の U スニングモードをお楽しみいただ 
けます。 


スピーカーの 使いかた 
2つお持ちの場合： 

左ちフ□ントスピーカーとして使用します。 （2 チャンネル再生） 

3つお持ちの場合： 

左ちフ□ントスピーカー、センタースピーカーとして使用します。 （3 チャンネルサラウンド） 

4つお持ちの場合： 

左ちフ□ントスピーカー、左ちサラウンドスピーカーとして使用します。 （4 チャンネルサラウンド） 

已つお持ちの場合： 

左ちフ□ントスピーカー、センタースピーカー、左ちサラウンドスピーカーとして使用します。 
(日チャンネルサラウンド） 

6つお持ちの場合： 

左ちフ□ントスピーカー、センタースピーカー、左ちサラウンドスピーカー、サラウンドバック 
スピーカーとして使用します。 （6 チャンネルサラウンド） 

7つお持ちの場合： 

左ちフ□ントスピーカー、センタースピーカー、左ちサラウンドスピーカー、左ちサラウンドバッ 
クスピーカーとして使用します。 （7 チャンネルサラウンド） 

サブウーファーをお持ちの場合、スピーカーの数に関係なく、重低音効果を発揮するために使用 
します。 （0.1 チャンネル再生） 
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スピーカーを 接続する 




(サラウンドバックスピーカーを使巧 
する時は、別途アンプび必要です。） 


上の図のよラに、すべてのスピーカーを接続すると最を理想的なサラウンド効果を得ることびできま 
す。しかし、センタースピーカーやサラウンドスピーカーびないとをは、センタースピーカーやサラ 
ウンドスピーカーか5出力される音青を他のスピーカーに最適に配分し、現在のスピーカー構成で巧 
能なサラウンド効果を最大に引き出します。 

ヴブウーファー （ BASE - V 20 HD に同捆してし、まず） 

低音のみを出力し、迫力ある重低音効果を最大限に発揮します。 

をちフ□ントスピーカー（巨 ASE - V 20 HD に同個していまず） 

総合的に音青を出力します。ホームシアターの柱となり、音場をしっか0と整える役割を果たします。 
視聴位置の前ちに配置します。音楽や映画を鑑賞する位置と姿勢で、視聴者の耳に向<よラに配置し 
てください。左ち対象び理想です。 

センタースピーカー(別売りの D -108 C などをご使巧いただけまず） 

左ちフ□ントスピーカーの音響効果や音の動きを明確にして、より豊かなサウンドイメージを作0ま 
す。映画ではとくにセリフび出力されます。できるだけ画面の近くで、視聴をの耳に向くよラに配置 
してください。左ちフ□ントスピーカーとなるべく同じ高さになるよラに配置してくださし、。 

をちサラウンドスピーカー（別売りの D -108 M などをご使用いただけまず） 

臨場感を高める役割を果たします。効果音などで音の立体的な動をを表現します。視聴位置の横また 
は後斜めに配置します。左ち対象で視聴ちの耳よ0 ] m 高い位置び理想です。 

左ちサラウンドバックスピーカー（別売りの D -108 M などをご使用いただけまず） 

サラウンドチャンネルの空間表現力を高め、移動音効果や渡方の音場を一層 U アルに表現します。 
視聴者の耳より1 m 高い位置にスピーカーを配置するのび理想です。 

•左ちサラウンドバックスピーカーの接続は、本機樓面パネルの PRE 日 UT ( SURR 日 UND 巨 ACK ) 端 
テを使用して行います。詳しい接続方法は、22ページをご覧ください。 


19 













































スピーカーを 接続する 




付属のサブウーファー ( SWA - V 2 日 HD ) とサテライトスピーカー ( ST - V 2 日 HD ) を接続します。こ 
こでは、サテライトスピーカーを左ちフ□ントスピーカーとして使用する場合の接続方法を説明します。 
スピーカーコードに入っている線を参考に、スピーカーのプラス®と本機のプラス ©、スピーカーの 
マイナス©と本機のマイナス©を接続します。 


ちフ □ン トス ピーカー 
( ST - V 20 HD ) 


ラインの入っている側 


左フ□ントスピーカ- 
( ST - V 20 HD ) 



-白色の 
端テ© 

~白いライン 


ごを意 

プラス©とマイナス©を間違って接続し 
たり、左ちのスピーカーを間違えて接続す 
ると、音声び不自然になりますのでご注意 
<ださい。 
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危険 

回路の故障を防ぐため、スピー 
カーコードのしん線どラしを絶 
対に接触させないでください。 
また、リアパネルにち触れない 
よラに、ごミ主意くださし、。 
















































































































スピーカーを 接続す る 


[ m 数のスピーカーをほった按続 

\ _ 


お手持ちのスピーカーを接続します。「ホームシアターを楽しちう」 (18. 1目ページ）をご覧いただき、 
使用されるスピーカーの数によって、接続する端テを選んでくださし、。 

組み合わせるスピーカーは色上のものをご使用ください。スピーカーのプラス©と本機のプラス 
©、スピーカーのマイナス©と本機のマイナス©を接続します。 

■曰チャンネル接続の場合 


ちフ □ン トス ピーカー 


センタースピーカー 


左フ □ン トス ピーカー 


0 



こ Z ] 



m® 

I I 

左サラウンド スピーカー 



ご注意 

プラス©とマイナス©を間違って接続し 
たり、左ちの スピーカーを 間違えて接続する 
と、音声が不自然になりますのでご注意くだ 
さい。 



危険 

回路の故障を防ぐため、スピー 
カーコードのしん線どラしを絶 
対に接觸させないでくださし、。 
また、 U アパネルにわ触れない 
よラに、ごを意ください。 


•最適なサラウンド再生をお楽しみいただくには、付属の測定用マイクを使って自動スピーカー設定 
を行ってください。（陸 *34 ページ） 
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スピーカーを 接続する 


■ 7 チャンネル接続の場合 


ちフ□ントス ピーカー センター スピーカー 左フ□ントス ピーカー 



子とパワーアンプの音青入力端テをオーディオ用ピンコー ドで接続します。 左ちサラウンドバックス 
ピーカーは、パワーアンプのスピーカー5箭テに接続してくださし、。 


ご’ま意 

プラス©とマイナス©を間違って接続し 
たり、左ちのスピーカーを間違えて接続する 
と、音声び不自然になりますのでご注意くだ 
さい。 



危険 

回路の故障を防ぐため、スピー 
カーコードのしん線どラしを絶 
巧に接触させないでくださし、。 
また、 U アパネルにわ触れない 
よラに、ごま意<ださい。 


•最適なサラウンド再生をお楽しみいただくには、付属の測定巧マイクを使って自動スピーカー設定 
を行ってください。（陸<34ページ） 
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スピーカーを 接続す る 


アンプ巧嵐サブウーファーを接続する 

V_ 


パワーアンプ内蔵のサブウーファーを PRE 日 UT ( SUBWOOFER ) 端テに接続します。 

SA -20 已 HD 



ヒン 


•再生される低音の質や量は、置さ場所や部屋のお状、視聴位置によって変わります。一般的に部屋の隅、 
または1/3の場丽こ置いたときに良い結果び得6れますび、色々な場所に置いて質の良い低音び入った音 
楽を再生し、もっともしっかりした低音が再生できる場所に設置してください。 

•サブウーファー側で設定びできる場合、音量を上げてください。また、カットオフフィルター切操スイッ 
チは 「 D 旧 ECT 」 にしてください。カットオフフィルタースイッチびなく、カットオフ周波数調整ツマミ 
びある場合は、周波数を最大にしてください。 

• パッシブサブウーファーを接続する場合は、20ページのサブウーファー接続を参考にしてください。 
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AV 機器やゲーム機を接続ずる 


• HDMI に関する接続は、2色〜28ページをご覧ください。 デジジル 

• DVD プーヤーなどでドルビーデジタル、 DTS サラウンド信号を再生ずるためには 、 DIGITAL 
IN (日 PT に AU /2 または COAXIAL ) 端テへの接続び必要です。 

•パソコンでデジタルサラウンドを楽しむには、デジタル出力〔日 PT に AL (光）または COAXIAL (同軸)〕 
に対応したノ r ノコンや音源ボードび必要です。お手持ちの機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 

ずべての接続が完了してか5、電源プラグをコンセントに接続してください。 

[ f ジタル音声機器の接続をずる 〕 


DVD プレーヤーや CD プレーヤー、地上、巨 S 、 1 ] 日度 CS などデジタル放送対応チューナー、ゲーム 
機、パソコンなどのデジタル音声出力端子（光/同軸）と本機の DIGITAL IN (日 PT に AL ]/2 または 
COAXIAL ) 端テを付属のオーディオ用光デジタルケーブルまたは市販の同軸デジタルケーブルで接 
続します。接続した機器の音青びデジタルでサラウンド再生されます。 

本磯では音声接続のみです。 映像接続は映儘機器か5直接テレビに接続 してください。 

本磯の□に ITAL IN 端テは、光（日 PT に AL ) び2つ、同軸 （ COAXIAL ) び1つありますので、3種類 
の機器び接続できます。接続する機器に付いている端テのお状に合わせてご使巧ください。 


CD プレーヤーなど 



ヒン 


• 接続したあと、入力の割り当てを行ってください。（陸》39ページ「音声入力端子の設定をする」参照） 

• オーディオ用光デジタルケーブルを使用するとさは、巧り巧げたり、さつく巻いたりしないでください。 

• 接続する機器のデジタル音声出力設定を確認してください。 DVD 対応のゲーム機など、機器によっては 
ドルビーデジタル信号や DTS 信号の出力設定び「オフ」になっていることがあります。 

.本機の□に tAL IN (日 PT に AL ]/2) 端テは、とび b タイプですので、とび b をそのまま奥へ倒すよラにし 
てオーディオ用光デジタルケーブルを差し込んでください。 

• 本機にはインテ1」ボ U ューム機能があります。機器間の音量差び気になる場合にお使いください。（降72ぺージ) 
オーディオ用光デジタルケーブルは、まっすぐ披さ差ししてください。ななめに抜き差しすると、 
とびらが破損する場合びあります。 
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AV 機器やゲーム機を接続する 


ずべての接続が完了してか5、電源プラグをコンセントに接続してください。 


[ y ナログ音黃機器の援続をずる 

\ _ 


テレビやビデオデッキのアナ□グ音声出力端子と本機の LINE 1/2/3 INPUT 端テを市販のオーディ 
才用ピンコードで接続します。接続した機器の音声びアナ□グでサラウンド再生されます。 



• コードのプラグはしっかりと奧まで差し込んでください。 

接続び不完全ですと、雑音や動作不良の原因になります。 
•オーディオ用ピンコードはスピーカーコードと一緒に束ねな 
いでください。音質び悪くなることがあ0ます。 


^—差し込み不完全 


t 



奥まで差し込んでください 


• 接続したあと、入力の割り当てを行ってください。 （1^39 ページ「音声入力端テの設定をする」参照） 

• 本機には Music Optimizer 機能びあります。 MP 3 などの音楽信号をお聞きになるときにお使いください。 
0^72ページ） 
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HDMI 端子を使って接続する 


A イ ディフィニィシヨン マルチメディア 

HDMKHigh-Definition Multimedia 


インターフエース 

Interface ) とは 


放送のデジタル化などの変化に対応して、家庭巧でテレビ/プ□ジェクター間をデジタル接続するこ 
とを目的として策定されたインターフェース規格です。 

従来の DVKDi 畳 ital Visual Interface ) * i 規格をさ5に発展させて、才ーディオ信号および]ント □- 
ル信号を伝送する機能を追加しています。従来は機器間の接続に、ビデオ、オーディオ、コント□一 
ルの各信号用に複数のケーブルを使用していましたび、 HDMI ケーブルを1本接続するだけで 、 HDMI 
端テ対応の磯器間で映像や音声をデジタルで伝送することびできます。 

本機の HDMI インターフェースは、政下の規格に基づいています。 

High-Definition Multimedia Interface Specification Informational Version 1.3 a 


対応音声フォーマット 

• 2チヤンネ J レ U ニア PCM (32 〜] 92 kHz 、 1日/2日/ 24 bit ) 

•マルチチャンネル U ニア PCM (最大 7.1 ch 、 32〜]目 2 kHz 、 1日/2日/ 24 bit ) 

•ビットストリーム（ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー TmeHD 、 DTS 、 
DTS - HD 八イレゾ U ューシヨンオーディオ、 DTS エクスプレス、 DTS - HD マスターオーディオ、 
DSD 、 AAC ) 

ただし、プレーヤー側わ上記の音声フォーマツトの HDMI 出力に対応している必要びあります。 



本機は HDCP ( Hi 畳 h-bandwidth Digital Contents Protection ) がに対応しています。 HDCP とは、 
デジタル映儘信号に対する著作権保護技術です。 

本機と接続する機器わ HDCP に対応していることび必要でず。 

本機の HDMI 日 UT 端テとテレビ/プ□ジェクターなどの HDMI 入力端テを接続します。接続には、市 
販の HDMI ケーブルをご使用ください。 


*1 DVI (Digital Visual Interface ) : DDWG * 3 び、1目目9年に策定したデジタルディスプレイ- 
イ ンターフエース規格。 

が HDCP ( High-bandwidth Digital Content Protection ) : Intel び開発した H 日 MI / DV 旧の映 
像向けの暗号化処理方式。映像コンテンツ保護を目的にしており、暗号化された信号を受信する 
には、 HDCP 準拠の HDMI / DVI レシーノ く一び必要になる。 

デジタル ディスフレイ ワーキンク クルーフ 

3 DDWG(Digital Display Workin 复 Group ) : Intel、Silicon Ima 呂白、 仁日 mpaq Computer 、 富±通、 
Hewlett - Packard などび中むとなって運営する、ディスプレイのデジタルインターフエースの標 
準化を推進する団体。 
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HDMI 端子を使って接続する 


[m 続のしかた 

V_ 


HDMI 接続では、 HDMI ケーブルで映像信号と音青信号を同時に伝送することびでさます。 


ステップ1 : HDMI ケーブルを使って本機の HDMI 端子と DVD レ〕ーダーや DV □プレー 
ヤー、テレビまたはプ□ジェクターなどの HDMI 端テと接続してください。 

巧期言受定の害 U り当ては、 HDMI 1び V 巳 R / DVR 入力 、 HDMI 2占';巳日 L/SAT 
入力になっていまず。 


ステップ2 :接続した HDMI IN 端子び初期設定と異なる場合は、38ぺージの 「 HDMI 入力 
端子の設定を変更ずる」で設定してください。 



■ 映像信号の流れ 

HDMI IN 端テから入力したデジタル映像は 、 HDMI OUT 端テからのみ出力されます。 

■ 音声信号の流れ 

HDMI IN 端子から入力したデジタル音声は、本機に接続されにスピーカーへ出力されます。 

ご注意 

HDMI 機器の音青を本機で聞く場含は、テレビに HDMI 機器の映像が映る状態にしておいてください。 

体磯が接続されている H 日 Ml 入力をテレビ側で選んでください） HDMI は、映像磯器側の認証により映るし 
くみになっているため、テレビの電源をオフにしていたり、テレビ側で他の入力を選んでいる状態では、本 
機か b 音声び出なかったり、途切れるなど正萬に音び出ないことびあります。 


ヒン 


HDMI IN 端テから入力した音声信号を 、 HDMI OUT 端子から出力してテレビなどのスピーカーで聞きたい 
場合は、7巳ページで 「 Au 出 oTVOut 」 設定を「加」にしてください。また、 DVD プレーヤーなどの設定 
で、 HDMI に出力する設定を2チトンネル PCM になるように設定してください。 
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HDMI 端子を使って接続する 





信号の流れピこ: 


ごを意 

一-*-^- 

• 前ち 


前もってテレビ側の解像度に合わせて DVD プレーヤー等の解像度を調碧しておいてください。 

HDMI のビデオスト U —ム（映像信号）は、 DVI と原理的に互換性があります。 DVI 端子を装備したテレ 
ビ/モニターなどに接続するには HDMI 一 DVI 変換ケーブルを用いて可能ですび、機器の組み合わせによっ 
ては映像び出ない場合があります。本機は HDCP を使用しており、対応の受徹機でのみ映像び出ます。 

本磯を通して HDM 胺続した機器の音声を楽しむときは、機器側で映像びテレビ画面に映るように設定し 
てください。（テレビ側の入力設定も確認してください。）テレビの電源びオフのときやテレビの入力び正 
しく選ばれていないと、本機からの音声が出ないことびあります。 

HDMI 音声信号は、接続機器により制約されることがあります。 HDM 胺続している機器か5入力される 
画儘の品質びよくなかったり、音青が出なかったりするときは、機器側の設定を確認してください。詳し 
くは接続機器の取扱説明書をご覧ください。 
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システム機能について 


{^ンキヨー製品と連動させる接続 


巧 I 機能のあるオンキヨー製品を本機に巧 I ケーブル、オーディオ用ピンコードで接続すると、次の 
システム機能を使うことびできます。巧 I ケーブルとは、オンキヨーのシステム動作用ケーブルです。 


才ートパワーオン 


本機に接続されている機器の電源を入れた0、再生を始めると、本機の電源び自動的に入0ます。 

また、本機の電源を入、切すると接続されている機器全体の電源び入ったり、切れたりします。 

ダイレクトチェンジ 

本機に接続されている機器を再生すると、本機の入力び自動的に切り換わります。 

U モコン操作 

本磯に付属のリモコンで DVD プレーヤーや RI ドックに乗せた iPod を操作することびでさます。接続 
については下記を、入力表示の設定のしかたについては41ページを、操作でさる機能については3日 
ページをご覧ください。 



■ FII ケーブルの接続 

巧 E 謂テ付きオンキヨー製品でシステムアップした場含、システム機能を使ラことびできます。（本機 
には FH ケースレは付属していません。各機器に付属している R けーブルをご使巧ください。） 
•操作は本機に付属の U モ コンを使用します。 SA -2 日已 HD の U モコ ン受光部に U モコンを 向けて操作 
してください。 __ 

• RI ドックを接続したときは、 TAPE 入力を D 日 CK に切り換え（陸 *41 ページ)、その入力に刊ドック 
を接続した端テを割0当ててください。（陪 '3 目ページ） 



• R I 端テは只 I 端テ付き製品と組み合わせてご使用ください。 

•巧 I 端テび2つある場合、2つの端テの働きは同じです。どち5にでちつなげます。 

•巧■端テの接続だけではシステムとして働きません。オーディオ用ピンコードも正しく接続してく 
ださい。 

•接続び正しくないと各機能は働きません。上記を参照しなび5才ーディオ用ピン]-ド、 R け一 
つ、) レを正しく接続してください。 

• 使巧できるシステム機能については、各機器の取扱説明書わあわせてご覧くださし、。 
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システム機能について 


オンキヨー製 DVD プレーヤーや RI ドックを接続ずると、下記のリモコン操作がでをまず。 

•機器の接続については24、2日ぺージを、巧 I 接続については前べージを、入力の割り当てについ 
ては39ページを、入力表示については41ページをご覧ください。所定の接続や設定をしないと、 
下記の操作はできません。 



ごを意 

• 空欄はボタンを押してち動作しません。 

• 第3巧代 iP 日 d の場合、 ►/ ll 、 W / W 、 

ボタンのみ働さます。 

• iPod のファームウエアのバージョンアップ等に 
より、操作でさる機能の範囲や内容が変更になる 
ことびあります。 

•それぞれのボタンの働きについての詳細は、各機 
器に付属の取扱説明書をご覧ください。 

•入力が 「 DVD 丄 「 DOCK 」 のときは、スタンバ 
イ時に^!^^ボタンを押すと本磯の電源び入り、接 
続している機器の再生び自動的に始まります。 



入力を称 

リモコンのボタンち 

DVD 

DOCK 


トップメニュー 

TOP MENU 



メニュー 

MENU 

MENU 

① *1 


▲/▼ 

▲/▼ 


◄/► 



ミ央定 

ENTER 

SELECT 


DVD 設定 

SETUP または DVD SETUP 



戻る 

RETURN 



II 

II 


感 

► (►/!!) 

► 

► 11 


■ 

■ 


感 

1 


1 ◄◄/ 





感 

表示 

DISPLAY が 

BACKLIGHT *^ 

愈 

シャツフルモード 

PLAY MODE 

SHUFFLE 

③ 

リピート 

U ピート 

REPEAT 

感 

プレイ U スト 


PLAYLIST^/v 

アルパム ▲/▼ 


ALBUMA /^ 


*1 設定、チヤンネル選択、テスト音の操作中は、 ▲/▼/◄/►/ まを/戻るボタンは SA -3 日已 HD を操作するボタン 
として働をまず。このとき、トップメニユ ー/ メニユ ー/ DVD 設定ボタンは働きません。 

*2 3秒間長巧しすると、記載の機能として働きます。 






















































システム機能について 


A !才ーデイオコントロール端子巧をテレビとの im について\ 


HDMI コント□-ル機能（陸74〜7目ページ）を使う場合は、巧 E 箭テを使ったテレビとの連 
動機能は使用できません。本ページで説明する巧 I 接続はしないでください。 


本機は RI 端テを持つテレビと接続すると次の動作び可能になります。 

①テレビの電源を入れると本機の電源も自動的に入り、入力び切り換わります。 

このとをテレビの音は消え、本機に接続されたスピーカーか5音び出ます。また、テレビを切る（ス 
タンバイにする）と、本機もスタンバイ状態にな0ます。ただし、本機で他の入力を選んでいる 
場合は、スタンバイ状態になりません。 !■ 

⑤テレビに付属の U モコンで本機の音量調整、ミューティング（消音）を操作することびできます。||9| 
感本機をスタンバイ状態にするとテレビの音び復帰し、テレビに付属の U モコンでテレビ側の機能 
(音量、消音）を操作でさるよラにな0ます。 


連動動作び可能なテレビかどうかについては、テレビのカタ□グや取扱説明書で、テレビに只 ■ 
端子び装備されていることをご確認ください。 

本磯に巧■ケーブルは付属していません。モノラルミニプラグコード（抵抗なし）を別途お求 
め < ださい。 


接続のしかた 

1 . テレビのデジタル音声出力端子を才ーデイオ用光デジタルケーブルで SA -20 已 HD の□に ITAL IN 
0 PTICAL 2 端テに接続します。 

吕.テレビのアナ□グ音声出力端子を才ーデイオ用ピンコードで SA -20 已 HD の UNE 1、 2または3 
INPUT 端テに接続します。 

3. 巧 I 端テどラしを只 I ケーブルで接続します。 

他のオンキヨー製品を接続する場をは、巧 I ケーブルで巧 I 端テどラしをつないでください。 

巧 I 端テび2つある製品の場を、2つの端テの働さは同じですのでどち5にでちつなばまず。 


SA -20 己 HD 


アナ□グ音声 
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システム機能について 


設定のしかた 


オフテイでル 


39ぺージを参照して設定を行ってください。初期設定では、あらかじめ rOPT 2」 に設定されています。 


1. SA -2 日日 HD の電源を入れる。 

吕 . SA -2 日曰 HD の INPUT イ/►ボタンを（く 0返し）す甲し、 「 GAME / TV 」 を表示させる。 

3. 次の方法で GAME / TV 入力に日 PT 2 を割り当てる。 

① U モコンの設定ボタンを押して「1 . Input Assign 」 を表示させ、決定ボタンを押します。 
©▼ボタンで 「Audio Input ! を表示させ、決定ボタンを巧します。 

感▲/▼ボタンで [ GAME / TVJ を表示させ、◄/►ボタンで rOPT 2」 を選びます。 

® 設定ボタンを押して設定を終了します。 


ご使用上の ミ 主意 

テレビを連動させる場合、 UNE 1、 2または3端テの接続を必要ですび、入力割り当ては「日 PT 2」 
をご使用ください。 「 LINE 1」、「 UNE 2」 または 「 UNE 3」 でちご使用いただけますび、アナ□グ接 
続のため、 U スニングモードの AAC 日.1 ch などの再生びでをません。 
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電源を入れる 



ずべての接続が完了してか6、電源プラグをコンセントに接続してください。 

本機の電源を入れると、瞬間的に大きな電流び流れる場合びあ0ますのでコンピューターなど繊細な 
機器とは別系統のコンセントに接続することをおすすめします。 

より良い音で聞いていただくために 

本機の電源コードは極性の管理びされていま 
す。電源コードの片側に目印線の入っている 
側を家庭巧電源コンセントの溝の長い方に合 
わせて差し込んでください。家庭用電源コン 
セントの溝の長さび同じ場合は、どち5を接 
続してもかまし''ません。 

電源 コー ドのプラグを家庭 用 電源 コン セントに接続すると 、 STAND 日 Y インジケーターび点灯し、 
スタンバイ状態になります。 


家庭用電源 
コンセント 



アース 側 


目印線側 

目印線側を、家庭用電源 
コンセントの溝の長いち 
(アース側）へ差し込む。 


電源を入れる 




1」モコンのボタンは で表示しています。 





本体前面パネルの ON / STAND 日 Y ボタ 
ンまたはリモコンの電源ボタンを巧ず 

STAN □ BY インジケーターび消え、表示部び点打 
しまず。 
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ネリ期設定をずる 


オデツセイ ジーイーキユー 

自動スピーカー設定をする ( Audyssey 2 EQ 機能) 


付属の測定巧マイクを使って、自動的にスピーカーの数、低音の調整.サブウーファーの最適なクロ 
スオーバー周波数、および視聴位置か5の距離を測定します。 

また、部屋の中の様々な環境によ0生じる音のひずみを補正しますので、クリアでバランスのよい音 

になります。加えて 、 Audyssey Dynamic EQ の働きにより、どの音量でも適切な音のバランスを 
保つことびでをます。 


[ m 定のしかた 

V_ 


測定位置は視聴エ U ア内の3箇所です。下図を参考に測定用マイクを置く位置をご確認ください。 
具体的な操作手順については、3已、3日ぺージをご覧ください。 


①最初に測定する位置です。視聴エ U アの中む、または 1 人で視聴するときに座る位置です。 
@ 2番目に測定する位置です。視聴エリアのち側にあたる位置でず。 

感3番目に測定する位置です。視聴エリアの左側にあたる位置でず。 

①と③、 ® と感の間は、 ] m 程度またはそれ！; LL あけるようにしてくださし、。 

• すべての測定び終了するまで約1日分程度かかります。 


(例 1) 


(例 4) 


(例 7) 



(例 2) 



(例 3) 


(例 6) 



1 TV 1 

白 □ 

白 

白 

/ 

/ 

③ 

\ 

\ 

\ 

1 

1 

① 

1 

1 

\ 

\ 

風 

1 

1 

D 、、 


'' 〇 

ご a 


□ 視聴位置の@感マイク測定位置:視聴エリア 


ミ宝5^ヘッドホンを接続しているとさは、測定でをません。 
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巧期設定をする 



ONKYO 



U モコンのボタンは で表示しています。 



本体前面ノ くネルの ON / STANDBY ボタ 
ンまたはリモコンの電源ボタンを巧ず 

STANDBY インジケーターび消え、表示部び点灯 
します。 




付属の測定用マイクを視聴位置に設置してか！5、 

マイクのプラグを本機の SETUP M に端子に接続 
ずる 

34ページの r 測定のしかた」の図を参考に、①の位置にマイ 
クを置いてください。 

本体表示部に下記の表示び出ます。 



• マイクは水平に置いてくださし、手に持ったまま測定しないでください。 

•それぞれのスピーカーか b マイクの間に障善物びあると、正しく測定でさません。通常の視聴時と同じ環 
境にしてください。 

• MUTING 磯能び設定されていると、ミューティングは解除されます。 


ヒン 


視聴するときの耳に近い位置にマイクを設置すると、正確に測定でさます。兰脚や水平な台を使用すると高 
さを調節でさます。 
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初期設定をずる 



決定ボタンを f 甲ず 

壁ぎわや部屋の隅に下びるなどして、スピーカーとマイクの間に入5ないよラにし 
て、決定ボタンを押して<ださい。 

自動スピーカー設定び始まります。接続したスピーカーか5テスト音を出しなび5 
マイクで測定します。完了するまで数分かかります。 



•測定中は部屋の中をでさるだけ静かな状態にしてください。周囲に雑音びあると 
正しく測定できないことびあります。屋外の音、室内の電気製品から出る音や人 
の話し声などび影響をちえることびあります。 

•測定を達中で止めるとさは、マイクのプラグを抜いてください。 



測定が終わると下記の表示が出るので、マイクを視聴エリアのち 
側に置きミ夫定ボタンを巧ず 

34ページの「測定のしかた」の図を参考に、⑤の巧置にマイクを置いてください。 
完了するまで数分かかります。 




測定が終わると下記の表示が出るので、マイクを視聴エリアの左 
側に置き決定ボタンを巧ず 

34ページの r 測定のしかた」の図を参考に、感の位置にマイクを置いてください。 
完了するまで数分かかります。 



6 ずべての測定が終わると下記の表示が出た後、自動的に測定結果 

を計算しまず 


-AUDYSSEY- 

/ I I 、 



7 


SETUP MIC 



下記の表示が出た5、マイクのプラグを抜< 



• 測定び完了すると「スピーカーの音場補正」は、 rAudysseyJ に設定され、 

ダイナミックイーキュー 

「 Dynamic EQ 」 もオンになります。（陌■己8ぺージ） 
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初期設定をする 


■測定途中に表示されるエラーメッ 
セージについて 

ノイス エラー 

Noise Error ! 


ライティング エラー 

Writing ヒ rror ! 




測定環境の雑音び大さすぎて測定でさません。 
雑音の原因を取り除いて、再度測定してくださ 
い。（測定していたポイントか!5再開します） 

スピーカーデイテクトエラー 

Sp Detect Err ! 



この^ッセージび表示されると、次のよラなエ 
ラーび 考え5れます。 

• フ□ントスピーカーび検出できません。 

• サラウンドスピーカーび]つしか検出でさま 
せん。 


•サラウンドバックスピーカーび検出されている 
のに、サラウンドスピーカーび検出でさません。 

•ちサラウンドバックスピーカーび検出されて 
し、るのに、左サラウンドバックスピーカーび 
検出でさません。 

•ス ピーカーに 異常びあります。 スピーカーび 
壊れているか、サブウーファーの音量び高域 
を出しすぎているかもしれません。 

スビーカーマッチング エラー 

SpMatchin 邑 Err ! 



1回目の測定でのスピーカー数と、2、3回目の 
測定でのスピーカー数び違います。 

検出でさないスピーカーび正しく接続されてし、 
るか確認して、再度測定してくださし、。 


測定結果の保存に失敗しました。 

2、3度試してもこのエラーメッセージび出る場 
合は、本機び故障している可能性びあります。 
お買い上げ店、またはおおくのオンキヨー修理 
窓口へご相談ください。 


■測定をやり直ずには 

測定をやり直すにはミ央定ボタンを巧し 
て < ださい。 

検出されない スピーカーが あると さは、 
正し<接続されているかどラかご確認 
<ださい。 

ごミ主意 

自動設定された内容を変更したいときは、 
ピーカー設定を行ってください。(腹 




サブウーファーを接続している場合 

サブウーファーの音声は、超低域で低い位置か6出 
力されるために、自動スピーカー設定で認識されな 
い場合があります。 

測定結果を確認する表示で、サブウーファー ( SW ) 
が「 N 0」に設定されるときは、サブウーファーの 
音量レベルを半分く b いまで上げ、周波数を最大に 
した状態で再度測定してください。ただし、音量を 
上げすざている（音が割れているよラな状態）場合 
ち認識されませんので、適切な音量に調節してく 
ださい。 

また、カットオフフイルター切換スイッチのあるヴ 
ブウーファーを接続して いる 場合は、 「 D 旧 ECT 」 の 
状態にしてご使用ください。詳しくは、サブウー 
ファーの取扱説明書をご幫ください。 
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初期設定をする 


[ hdmi 入力端子の設定を変更する(映像) 


HDMI IN 1/2端テに、 HDMI 出力端子のある DVD プ 
レーヤーなどを接続しているときに設定します。 

各 HDMI IN 端テは1つの入力機器にしか割り当てること 
びでをません。割り当てを変更したい場含は、すでに割 

り当ててある入カソースの設定を「-」にして 

ください。 

下記は、 DVD プレーヤーを本機の HDMI IN 1端テに接 
続したときの変更例です。 


入カ ソース 

HDMI 入力端子の初期設定 

DVD 


VCR/DVR 

HDMI 1 

CBL/SAT 

HDMI 2 

GAME/TV 


AUX 


TAPE 


TUNER 


CD 





設定ボタンを巧す 


▲/ ▼ボタンを巧して n.lnput Assign 」 を選び、巧定ボタ 
ンを巧ず ^^ 


3 



エイチディーエムアイインプット 

「HDMI Input ! と表示されるので、決定ボタンを押す 

設定の表示び出ます。 



▲/ ▼ボタンを押して rVCR / DVR : HDMI 1 J を選び、 ◄/► 
ボタンで「-」を遺ぶ 



▲/ ▼ボタンを巧して「設定する入カソース J (今回の例では 
rOVDJ ) を遺び、イ/►ボタンで 「 HDMI 1 J を選ぶ 



6 



設定ボタンを巧ず 

設定び終了しまず。 


づ^ HDMI IN 1/2に設定した入力の音黄入力端子は、各々自動的に 「HDMI IN 1」、 「HDMI IN 2」に 
一^割り当てられます。 （i®"3 日ページ） 
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初期設定をする 


音青入力端子の設定をずる 

\ _ 


デジタル端テの接続は、ドルビーデジタルや DTS のリスニングモードを楽しむために必要です。 

鲁デジタル入力端テは、初期設定で下の表のよラにそれぞれの機器に割り当て5れています。 

• 接続した機器びデジタル入力端テの初期設定と異なる場合は、設定を変更する必要びあ0ます。 
•初期設定でデジタル端テび設定されている機器とアナ□グ接続のみをしたとき、設定を 「LINE ]」、 
「LINE 2」または 「LINE 3」にするぶ、要びあります。 


• 前ページで H D M I 端テを割り当てた入 
力には、本設定にも自動的に HDMI 端 
子び割0当て5れます。また、この入 
力に他のデジタル音声入力を割り当て 
ることわでさます。 


7 ^ 設定ボタンを巧す 



入力 

音声入力端子の初期設定 

DVD 

OPT 1 

VCR/DVR 

HDMI 1 

CBL/SAT 

HDMI 2 

GAME/TV 

OPT 2 

AUX 

LINE 1 

TAPE 

LINE 2 

TUNER 

LINE 3 

CD 

COAX 



▲/ ▼ボタンを巧して「1 . Input AssignJ を選び、ミ夫定ボタ 
ンを f 甲ず 




▲/ ▼ボタンを巧して 「Audio Input 」 を選び、ミ夫定ボタンを 
巧ず 
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巧)期設定をする 


4 


▲/ ▼ボタンを巧して「接続した端子 J を選び、◄/►ボタン 
を巧して設定を選ぶ 

例：本機を面の DIGITAL IN OPTICAL 1端モに[^0レコーダーを接続した場合 

VCR / DVR のデジタル入力端子の初期設定は 「 HDMI 1」 のため、 「0 PT 1」 

に設定を変更しまず。 

□ VD プレーヤーとアナ□グ接続のみをした場合 

DV □のデジタル入力端テの巧期設定は 「 OPT 1」のため、 CLINE 1 」、 「LINE 
吕」または 「LINE 3」に設定を変更します。 



ボタンを巧すたびに];(下のよ5に表示び切り換わりまず。 


COAX :デジタル機器を□に ITAL IN COAXIAL 端テに接続している場合に還びまず。 


オフティカル オプティて!ル 

OPT 1:デジタル機器を□に ITAL IN OPTICAL 1端テに接続している場合に選びます。 


オフティカル 

OPT 2 :デジタル機器を□に ITAL IN OPTICAL 2端テに接続している場合に還びまず。 


LINE 1;デジタル機器を LINE 1 INPUT 端テに接続している場合に選びます。 


LINE 2 :デジタル機器を LINE 2 INPUT 端テに接続してしぶ場合に選びます。 


LINE 3 :デジタル機器を LINE 3 INPUT 端テに接続してしぶ場合に選びます。 


:デジタル機器をデジタル入力端子に接続していない場合に還びます。 


HDMI 1:デジタル機器を HDMI IN 1端テに接続している場合に還びます。 


HDMI 2 :デジタル機器を HDMI IN 2端テに接続している場合に還びます。 


*38 ページで HDMI 端テを設定した入力に、その HDMI 端テを割 D 当てることびで舌まず。 
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設定ボタンを巧す 

設定び終了します。 
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初期設定をする 


力ま巧を切り換える 〕 

オンキヨー製の巧^*テ付き1\/〇レコーダーやじ0レコーダー、 RI ドックを本機の UNE 1/2/3 INPUT 
端テに接続した場合は、ダイレクトチェンジなどのシステム動作を正しく行ラために、接続した機器 
に合わせて入力表示を切0換える必要びあります。 

■「 TAPE 」 の表示内容を切り換える 


LINE 1/2/3 INPUT 端テに、オンキヨー製の R ■端子付き MD レコーダー、 CD レ]-ダー、 RI ドッ 
クなど HDD 関連機器のいずれかを接続した場含 



- I 胃 > 本体の INPUTS / ►ボタンをくり返し巧し、表示部に 「 TAPE 」 

C If つ)を表示させる 

[Z 


2 


^ j $® INPUT ^/ ►ボタンを約3秒巧し続けて、表示を切り換 


— INPUT ► 

コ E )) 乂。 

Xy 



この手順をくり返すと 「 TAPE 」 一 「 MD 」 一 「 CDR 」 一 「 DOCK 」 一 「 TAPE 」 と表示び切り換わります。 
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機器を選んで再生ずる 



U モコンのボタンは で表示しています。 




再生ずる機器を選ぶ 

本体の INPUTS / ►ボタンまたは、 U モコンの入力切換イ 
/►ボタンを押します。 

38〜4日ページの「音声入力端テの設定」で、何ち割0当 
てなかった入力は選択でをません。 



' 選んだ機器の再生を始める 

映像機器を再生する場合は、テレビなどモニターの入力を 
切り換える必要びあります。また、 DVD 対応のゲーム機な 
どの再生機器で音声出力設定び必要な場含ちあります。 



本体の MASTER VOLUME ツマミまたは、リ 
モコンの音量 ▲/ ▼ボタンで音量を調壁ずる 

音量は Mirvr 2 ……7を7目 ’ Max までの範囲で調整でさます。 



本機はホームシアターでお楽しみいただく製品ですので、ボ 
1」ユーム値を細かく設定でさるよラに音量幅を大きく持たせて 
います。お好みで調整してください。 


4 リスニングモードを楽しむ 

詳しくは4已ページをご覧ください。 


音が出ないとを 


•接続を確認ずる：選んだ入力とは異なる端子に接続されている場合びあります。上記の手順で入力を切 
り換え、順番に再をして音げ出るかを確認してください。 

•音量を確認ずる：部屋の大きさなどにちよりますび、音量の数値は通萬3日〜4己でお楽しみいただけま 
す。音量がかさすざないか、本体の表示部で音量の数値を確認してください。 













































機器を選んで再生する 



リモコンの消音ボタンを巧ず 

音量びごく小さくなり、消音機能び働いている 
間 MUTING インジケーターび点滅します。 


解除ずるには… 

わラー度消音ボタンを押して < ださし、。 
MUTING インジケーターび消え、元の音量に戻 
ります。 

音量調整をしたり、本機をスタンバイ状態にし 
たときわ解除されます。 


リモコンのスリープボタンを巧して、スタ 
ンノ（イが態になるまでの時間を設定ずる 

「 Sleep 日日 min 」 び表示され、9日分後にスタ 
ンバイ状態になる設定になります。ボタンを押 
すたびに] 0分単位で設定時間び短くな0ます。 
•ス U —プタイマー動作中は、 SLEEP インジ 
ケーターび点灯します。 

残り時間を確かめるには 

ス U —プタイマー動作中にス IJ ープボタンを押 
すと、スタンバイ状態になるまでの残0時間び 
表示されます。 

ただし、残0時間び1日分！;(下の表示のとさに、 
再びス U - プボタンを押すとス U - プタイマー 
は解除されます。 


お部の明るさを変える I 

琴> 

リモコンの明るさボタンを巧ず 

押すたびに表示部の明るさび3段階に切り換わ0ま 
す。 

ふつう- ► やや暗い- ► 暗い —I 


スリープタイマーを解除ずるには 

SLEEP インジケーターび消えるまでくり返しス 
U —プボタンを押すか、一度スタンバイ状態に 
してか5再度電源を入れて < ださし、。 



PHONESS 請子にへッドホンの S ニプ 
ラグを接続ずる 

• 接続する時は音量を下げてください。 

•へッ ドホン使用中はスピーカーか5の音び消 
えます。 

• TMonoJ または 「 Direct 」 U (がのリスニング 
モードを選択している場含は、へッドホンを接 
続すると自動的に 「 S ち指0」になります。 
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機器を選んで再生ずる 


表示ボタン 



D 旧 PLAY ボタン 



表示 



本体の D 旧 PLAY ボタン、またはリモコンの表示ボタン 
をくり返し巧ず 

ボタンを押すたびに、表示内容び下記のように切0換わ0ます。 
•入力されている信号により、表示される内容は異なります。 


♦ 入力信号がアナ□グのとき 
入カソースと音量 ^ - 


参入力信号び PCM のとき 


こ, 


入カソースと音量 一 
サンプリング周波数4 


リスニングモード 


サンプリング周波数 

_入カ ソース と . 

リスニングモード 


♦ 入力信号が PCM 1 U がのデジタル信号のとを 

入カソースと音量—入力信号とフォーマット* 


こ 


入力信号と * 
ソオーマット 


リスニング モー ド' 


入力信号にプ□グラム情報びないと走は、表示されません。サンプ U ング周波数やフオーマット表 
示状態で、約3秒経過すると、元の表示に戻ります。 


>入力信号が AAC の音声を重放送 (2 ヶ国語放送など)のとを 
p — 入カソースと音量^入力信号と音黃の数^ 

I _入力信号と^ 


音青の数 


入カ ソースと 
選択音青 
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リスニングモードを楽しむ 


U スニングモードを使5 



I 」モコンのボタンは で表示しています。 




本体の INPUT ◄ / ►ボタンまたはリモコ 
ンの入力切換 ◄ / ►ボタンを（くり返し） 
巧し、再生したい機器を遺ぶ 

表示部に還んだ入力と I 」スニングモードび表おさ 
れます。 


2 

3 


一 LISTENING ^ 
MODE 


0 ^ 



選んだ機器を再生ずる 


リスニングちード 
‘夕か、' い— 



本体の LISTENING MODE ^/ ►ボタン 
または U モコンの U スニングモード ◄ / ► 
ボタンを巧して、リスニングモードを還 
ぶ 

ボタンを巧すたびに、モードび切0換わ0ます。 
選べるモードは入力信号の種類によって異なりま 
ず。49〜己己ページの表をご覧ください。 
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リスニングモードを楽しむ 


U スニンクモードの種類について 


本磯の U スニングモードを使ラと、お部屋にい 
なび5映画館やコンサートホールなどの臨場感 
あふれる雰囲気を味わっていただけます。本機 
には下の U スニングモードびあります。 


下のイラストは、その I 」スニングモード時に 
出力される スピーカーを 表します。 


左フ□ント 
スピーカー 

り 

口 

左サラウンド 
スピーカー 


センター ちフ□ン 
スピ T カー スピーカ’ 

\± ゴ— 


W A 




サブ 

ウーファー 


をちサラウンド ちサラウンド 

パックスピーカースピーカー 


Direct 

もともとの音源に手を加えない、ピュアな音を 
お楽しみいただけます。入カソースのチャンネ 
ルのまま音青を出力します。日2ぺージ「スピー 
力一環境の設定」で、 「 Subwoofer 」 を 「 No 」 
に設定した場合のみ、選択することびでをます。 


Dolby P'^ro Logfc llx = = = ■ 

2 チャンネルで収録された音楽や映画を日.]か 5 
7.1 チャンネルで再生できます。 

明瞭なサウンドはそのままに、かってないほど 
自然でなめ5かなサラウンド体験び得5れます。 
CD や映画に加えて、ゲームソフトの再生もドラ 
マチックな空間演出、鮮明な音像定位などび得 
5れます。 

已 .1 チャンネルで収録された音楽や映画を 7.1 
チャンネルで再生できます。 

• Dolby PL llx Movie 

VHS や DVD ビデオ、またはテレビ番組再生 
時に楽しむことびでさます。 

=ュ—ジック 

• Dolby PL llx Music 

CD などのステレオ音楽や、ライブを記録し 
た DVD に適しています。 

ゲーム 

• Dolby PL llx Game 

ゲームディスクを楽しむとさに使用でさま 
す。 


ステレオ 

Stereo 


左ちフ□ントスピーカーとサブウーファーか5 
出力されます。 


Mono 三°三 ■ 

モノラル信号で収録されたちい映画を再生した 
り、2言語び記録されているソースを左ちのチヤ 
ンネルを独立して再生するモードです。 DVD な 
どに記録された音声多重のサウンドトラックに 
適しています。 


Dolby p'^ro Logic II I ■ 

サラウン ド バック スピーカーを 接続していない 
ときは 、 Dolby Pro Logic llx の代わりに、この 
U ス ニングモードになります。 

2チャンネルで収録された音楽や映画を己]チャ 
ンネルで再生でをます。 

ドルビー デジタル_ 

Dolby Digital =三 =■ 

劇場やコンヴートホールさなび5の臨場感あふ 
れるサウンドび体験でさるサラウンドモードで 
す 。 Dolby Di 呂 ital □ゴのついた DVD 、 LD など 
の再生時に楽しむことびできます。 

Dolby Digital EX/Dolby EX = = = ■ 

已 .1 チャンネ j レで収録された音楽や映画を目.1 /7. 1 
チャンネルで再生でさます。 

已 .1 チャンネルに背面のサラウンドチャンネルを 
増やし、目. 1/7.1 チャンネルにすることで、よ0 
空間表現力を高め、3目日度の回転や頭上を通過 
するような移動音効果をリアルに体感できます。 
サラウンドバックチャンネ J レの音声は左ちヴラウ 
ンドチャンネルに振り分け5れるため、通常の已 .1 
チャンネル環境で再生することち可能です。已 .1 
チャンネルで記録された Dolby Di 旨 ital □ゴのつ 
しすこ DVD 、 LD の再生時は Dolby Digital EX とな 
り、その他のソースでは Dolby EX となります。 
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リスニングモードを楽しむ 


ドルビー デジタル ブラス _ _ _ 

Dolby Digital Plus ::: ■ 

Dolby Di 呂け ai Plus フオー マットの ブルー レイ、 
HD DVD ディスクに使用でさる U スニングモー 
ドです。 

ドルビートゥルーエイチディー_ _ _ 

Dolby TrueHD = = =■ 

日 olbyTrueHD フオーマットの ブルーレイ 、 HD 
DVD ディスクに使用でさるリスニングモードで 
す。 

本機び対応している信号については、日3ページ 
を参照してください。 

DTS :■:- 

完全に分離させた曰.1チャンネルで膨大となる音 
声データを、可能な限り原音に近い状態で圧縮 
したデジタルデータです。再生するには DTS 出 
力び可能な DVD プレーヤーび必要です 。 DTSn 
ゴのついた CD 、 DVD 、 LD などを再生時に楽し 
むことびでをます。 


DTS 96/24 =;:■ 

DTS 9目/24□ゴのついた CD 、 DVD 、 LD など 
に使用でさる U スニングモードです。をめ細や 
かな音声をお楽しみいただけます。 

DTS-ES Discrete = = =■ 

DTS にサラウンドバックを追加した、日. 1/7.1 
チヤンネルサラウンドです。 

追加されたサラウンドバックチヤンネルを含め 
てすベてのチヤンネルび完全に独立してデジタ 
ル記録されているため、な体感、移動感などび 
より鮮明に再現できます。 DTS - ES □ゴのつし、 
た CD 、 DVD 、 LD などを再生時に楽しむことび 
でさます。 


DTS-ES Matrix III- 

DTS - ES 収録ソフトを目.1 /7. 1チヤンネル再生 
します。 

DTS - ES 収録ソフトにはサラウンドバックチヤ 
ンネルの情報ち組み込まれているため、それぞ 
れのチヤンネルを色.1/7.1チヤンネルに復元し 
て再生します。 

DTS - ES □コ‘のつし、た CD 、 DVD 、 LD などを再 
生時に楽しむことびできます。 


DTS Neo : 6 ::: ■ 

2チャンネルで収録されたソースを巳.1/目.1/7.1 
チャンネルで再生するモードです。すべてのチャ 
ンネルににい周波数帯域び確保され、チャンネル 
間の独立性を優れています。 
映画に最適な打[^|7「口3モ_ドと音楽再生に最適 

な Music モードび選択でさます。 

已 .1 チャンネルで収録された DTSn ゴのついた 
DVD や CD の再生日寺は Ne 日:目とな0、色. 1/7.1 チヤ 
ンネルで再生します。 

• Neo : 6 Cinema 

U アルで移動感にあふれたサラウンドび再 
現され、2チャンネルの VHS や DVD ビデオ、 
テレビ番組に適しています。 

ミユージック 

• Neo : 6 Music 

サラウンドチャンネルを使用することで通常 
の2チャンネル出力では得5れない自然な音 
場を生み出します。2チャンネルで収録され 
た CD などに適しています。 

DTS-HD High Resdution Audio III- 

DTS-HD High Resolution Audi 日フオーマット 
のブルーレイ 、 HD DVD ディスクに使用でさる U 
スニングモードです。 


DTS-HD IVlS'ter Audio III- 

DTS-HD Master Audio フオー マツ トのブ ルー 
レイ、 HD DVD ディスクに使用できるリスニン 
グモードです。 

本機び対応している信号については、已3ページ 
を参照してください。 

エクスプレス m m m 

DTS Express ■ □ 

最大已 . Ich 、48 kHz の□-ビットレート音青で 
す 。 HD DVD のサブオーディオ、ブルーレイディ 
スクのセカンダリーオーディオなどに収録され 
る他、放送コンテンツやメディアサーバーなど 
の応巧び想定されています。 



サラウンド センセーシヨン m ^ m 

DTS Surround Sensation □ □ □ ■ 

2 つのスピーカーで已 .1 チヤンネルサラウンド 
再生のよラなバーチャル再生をするリスニング 
モー ドです。 

映画だけでなく、音楽でも自然なサラウンドを 
お楽しみいただけます。 
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リスニングモードを楽しむ 


AAC : ■ 

MPEG-2 AAC 方式で圧縮されたデジタルデータ 
で、最大日.]チヤンネルのサラウンド音声を提供 
します。 

地上デジタル、日 S/CS デジタル放送などの AAC 
ソースを 再生するために使用します。 

7ルチチヤンネル ■ ■ ■ 

Multich ■ ■ ■ ■ 

HDMI 接続をしているとさに使用できる U スニン 
グモードです。 


DSD : ■ 

DSD(Direct Stream D 间 tal) は、スーパーオー 
デイオ CD に採用されているフ オー マツトです。 
このモードは、 DSD フ オー マットの SAC 日再生 
時に選べます。 


アンプラグド m m m 

Unplugged ■ ■ ■ ■ 

アコースティックやボーカル、ジャズなどに適 
したモードです。フ□ントの音場イメージを重 
視することで、あたかちステージの前で聞いて 
いるよラな音場イメージを作ります。 

スタジオ ミックス m m m 

Studio-Mix ■ ■ ■ I 

□ック、ポピュラーミュージックなどに適した 
モードです。パワフルな音響イ方ージを再現し 
た臨場感あふれるヴウンドをお楽しみいただけ 
ます。 



放送局のスタジオか 5 放映されているテレビ放 
送に適したモードです。 

局のスタジオにいるよラな臨場感を高めます。 
すべてのサラウンド音声を強調し、会話音声を 
明瞭にしまず。 


■ オンキヨー独自のリスニングモード 

モノ ムービー B B B 

Mono Movie ■ ■ ■— 

古い映画などモノラル信号の映画ソースを再生 
するのに適したモードです。センターチヤンネ 
ルか5はそのままの音声を、化のスピーカーか 
5は適度に残響処理を施した音を出力します。 
モノラルでち臨場感をお楽しみいただけます。 

_才ケストラ ■ ■ ■ 

日 「 ch 已 stra ■ ■ ■" 

クラシックやオペラに適したモードです。 

音青イ方ージび全体に広びるよラなサラウンド 
感を強調。 

大ホールで聞いているよラな自然な響きび楽し 
めます。 


才ールチャンネルステレオ _ _ _ 

All Ch Stereo ■ 

BGM として音楽をかけるとさに便利なモードで 
す。フ n ントだけでなく、サラウンドか 5 ちス 
テレオの音青を再生し、ステレオイメージを作 
ります。 

フル モノ B B B 

Full Mono ■ ■ ■" 

すべてのスピーカーか 5 モノラル音青で再生さ 
れます。どの場所にいてち同様の音楽を聞くこ 
とびでさます。 

シアター デけンシヨナル ■ _圓 ■ ■ ■ 

Theater-Dimensional □ □ □ ■ または □ □ □ ■ 

2 つまたは 3 つのスピーカーであたかち已 .1 チャ 
ンネル再生しているようなバーチャル再生をお 
楽しみいただけます。左ちそれぞれのちに届く 
音声の特性を制御することによって実現してし、 
ます。反射音成分び大さいと期待した効果び得 
5 れない場合びあるため、できるだけ反射音の 
かない環境をおすすめします。 


—聴きたいリスニングモードが選べない - 

•デジタル接続はしましたか？ ( 陸 24 ぺージ)または、 HDMI 接続はしましたか？ ( 岐 2 目〜 28 ぺージ) 
ドルビーデジタルや DTS の U スニングモードを楽しむとさは、デジタル接続をする必要びあ 
ります。 

• 再生機器側のデジタル出力設定は、正しいですか？ 

ドルビーデジタルや DTS □ゴ のつ いた DVD の本編を再生中に、本機の PCM 表示び点灯して し、 
たら 、再生機器側のデジタル出力設定び PCM になっている場含びあります。再生機器側で他の 
信号わ出力するよラに設定してください。 
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リスニングモードを楽しむ 


力信号の種類と巧応ずる U スニングモード 1 

■ Analog、PCM ソース 


入力信号の種類と 
フォ—マット 

PCM 

7 ルチ 
チヤンネル 
アナ□グ 

7 ルチチヤンネル PCM 

32-96 

kHz.i 

176.4/ 
192 kHz で 

32-96 kHz*i 

176.4 "92 kHz *2 

7ルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル/マルチ 
プレックス 

7ルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル/マルチ 
プレックス 

主なソース 

リスニングモード ■-〜- 

CD , TV ， ラジオ 

DVD 

DVD 、 ブルーレイディスク 

DVD 、 ブルーレイディスク 

Direct 










Stereo 

• 

• 


■ 

• 

• 

• 

• 

• 

Mono 

• 



■ 

• 

• 




Multichannel 




参 



• 



Dolby PLII Movie/ 

Dolby PLIIx Movie’3 

• 



_*6 

• 





Dolby PLII Music/ 

Dolby PLIIx Music’3 

• 



_*6 

• 





Dolby PLII Game/ 

Dolby PLIIx Game’3 

• 




• 





Dolby EX 




••6 






Neo;6 




••6 






Neo;6 Cinema 

• 




• 





Neo;6 Music 

• 




雜 





Mono Movie*4 *5 

• 



• 

• 

• 




Orchestra*^ 

• 



• 

• 

• 




U 叩 lugged *4 *5 

• 



■ 

• 

• 




Studio-Mix*^ 

• 



■ 

雜 

• 




TV Logic*4 *5 

• 



• 

• 

• 




All Ch Stereo 

参 



• 

参 

参 




Full Mono 

• 



■ 

• 

• 




T - D *5 

• 



• 

• 

• 




Surround Sensation ® ^ 

• 

• 

• 

参 

• 

• 





*132/44. 1/48/8狂 2/96kHz 

がマルチチヤンネルの17巨.4/1日 2kHz PCM 信哥ま、 HDMI 端子からのみ出力します。 

サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は、 Dolby PLII になります。 

サラウンドスピーカーを接続していない場合は、選べません。 

が 88.2 kHz、 日已 kHz の PCM は、それぞれ 44.1 kHz、48kHz での理されます。 

ソースによっては、選べないことびありまず。 

Surround Sensation は、 32kHz 入力信号に対しては対応していません。 

サラウンドバックスピーカーを]つじ(上接続しているときに選べます。（巨.1または 7.1 チヤンネル再生時) 
左ちサラウンドバックスピーカーを接続しているときだけ選べます。 （7.1 チヤンネル再生時） 
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リスニングモードを楽しむ 


ドルビー デジタル ドルビー デジタル プラス 

■ Dolby Digits し Dolby Digital Plus ソース 


入力信号の種類と 

フォ—マット 

ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルプラス 

7 ル チ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル /7 ルチ 
プレックス 

7 ル チ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル /7 ルチ 
プレックス 

_ 主なソース 

リスニングモード ~~~- 一"〜〜〜 

DVD, DTV など 

プルーレイ， HD DVD 

Direct 

• 

参 

参 

• 

• 

参 

Stereo 

• 

参 

• 

• 

• 

• 

Mono 

• 

• 

• 

雜 

• 

参 

Dolby Digital 

• 






Dolby Digital Plus 




••1 



Neo:6 

•*4 



• 



Dolby PLII Movie/Dolby PLIIx Movie’s 


■ 


• 

• 


Dolby PLII Music/Dolby PLIIx Music’s 


• 


参 

• 


Dolby PLII Game/Dolby PLIIx Game*'' 


参 



• 


Dolby EX 

•*4 



• 



Neo:6 Cinema 


■ 



• 


Neo:6 Music 


• 



• 


Mono Movie’s 

参 

参 

参 




Orchestra’s 

■ 

■ 

• 




Unplugged *3 

• 

• 

• 




Studio-Mix*^ 

• 

• 

• 




TV Logic’s 

• 

参 

• 




All Ch Stereo 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

Full Mono 

参 

• 

参 

参 

参 

参 

T-D 

• 

• 

• 




Surround Sensation 

• 

• 

• 

• 

• 

• 


*1 サラウンドバックスピーカーを接続してし、なし囉合は、入力信号によっ口ま 、 Dolby D 喊 ta が代わりに使巧されます。 
がサラウンドバックスピーカーを接続していない場合は 、 Dolby PLII になります。 

サラウンドスピーカーを接続していない場合は、選べません。 

ソースによっては、選べないことびあります。 

サラウンドバックスピーカーを]つじ(上接続しているとさに選べます。（巨.]または 7.1 チヤンネル再生時） 

左ちサラウンドバックスピーカーを接続しているときだけ選べます。 （7.1 チヤンネル再生時） 

ヴ HD DVD 、 ブルーレイディスクを再生する場含、ディスクによっては再生中に異音が発生する 
二色こ場合びあります。これは音声フォーマットび再生中に切り換わることび原因の1つと考えられま 
すび、故障ではありません。 
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リスニングモードを楽しむ 


■ DTS ソース 


入力信号の種類とフォーマット 

DTS, DTS 96/24 

DTS 

Discrete/Matrix 

7 ルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル 

~ ' —-— 主なソース 

リスニングモード --- 

DVD, CD など 

DVD, CD など 

Direct 

• 

• 

• 

• 

Stereo 

• 

• 

• 

• 

Mono 

• 

• 

参 

• 

DTS, DTS 96/24 

• 




DTS-ES Discrete/Matrix 




••1 

Neo:6 

• 5 




Dolby PUI Movie/Dolby PLIIx Movie*^ 

• 5 

• 



Dolby PUI Music/Dolby PLIIx Music’s 

• 5 

• 



Dolby PLII Game/Dolby PLIIx Game*^ 


• 



Dolby EX 

• 5 




Neo:6 Cinema 


• 



Neo:6 Music 


• 



Mono Movie’3.4 

• 

• 

• 

• 

Orchestra*3*4 

• 

• 

• 

• 

Unplugged^ w 

• 

• 

• 

• 

Studio-Mix*3*4 

• 

• 

■ 

• 

TV l_ogic*3*4 

• 

• 

• 

• 

All Ch Stereo 

参 

• 

参 

• 

Full Mono 

• 

• 

■ 

• 

T-D*4 

• 

• 

• 

• 

Surround Sensation 

• 

雜 

■ 

• 


*1 サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は、 DTS になります。 

がサラウンドバックスピーカーを接続していない場含は、 Dolby PUI になります。 

サラウンドスピーカーを接続していない境合は、選べません。 

*4 DTS 日6/吕4は、 DTS で処理されます。 

ソースによっては、選べないことびあります。 

サラウンドバックスピーカーを]つじ(上接続しているときに選べます。 （6.1 または 7.1 チヤンネル再生時) 
左ちサラウンドバックスピーカーを接続しているときだけ選べまず。 (7.1 チヤンネル再生時） 
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リスニングモードを楽しむ 


__ トゥルー■エイチディー 

■ True HD ソース 


入力信号の種類とフォーマット 

TrueHD 

TrueHD 192kHz 

7 ルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル /7 ルチ 
プレックス 

7 ルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル /7 ルチ 
プレックス 

' 一一一〜 _ 主なソース 

リスニングモード ーーーー 

ブルーレイ ， HD DVD 

ブルーレイ ， HD DVD 

Direct 

• 

• 

雜 

• 

• 

• 

Stereo 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

Mono 

• 

• 

• 




TrueHD 

• 



• 



Neo:6 

••2 






Dolby PLII Movie/Dolby PLIIx Movie*^ 

••2 

• 





Dolby PLII Music/Dolby PLIIx Music’1 

••2 

• 





Dolby PLII Game/Dolby PLIIx Game .， 


• 





Dolby EX 

••2 






Neo:6 Cinema 


• 





Neo:6 Music 


• 





All Ch Stereo 

• 

• 

• 




Full Mono 

• 

• 

• 




T-D 

雜 

• 

• 




Surround Sensation 

• 

• 

• 





*1 サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は 、 Dolby PLII になります。 

ソースによっては、選べないことびあります。 

サラウンドバックスピーカーを]つじ(上接続しているときに選べます。（巨.1または 7.1 チヤンネル再生時） 

左ちサラウンドバックスピーカーを接続しているときだけ選べます。 (7.1 チヤンネル再生時） 

ごを意 

HDDVD 、 ブルーレイディスクを再生する場合、ディスクによっては再生中に異音び発生する場合びありま 
す。これは音声フォーマットび再生中に切り換わることび原因の]つと考えられますび、故障ではありませ 
ん*。 
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リスニングモードを楽しむ 


■ DTS-HD ソース 


入力信号の種類とフォーマット 

DTS-HD High Resolution 

DTS-HD Master Audio 

フルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル 

フルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル 

' ■■■ 一 ■ -^ 主なソース 

リスニングモード ~ - 一〜 

ブルーレイ， HD DVD 

プルーレイ， HD DVD 

Direct 

• 

• 

参 

参 

• 

• 

Stereo 

• 

• 

• 

参 

• 

参 

Mono 

■ 

• 

• 

• 

• 

• 

DTS-HD High Resolution 

• 






DTS-HD Master Audio 




• 



Neo;6 

••2 



••2 



Dolby PLII Movie/Dolby PLIix Movie^ 

••2 

• 


••2 

• 


Dolby PLII Music/Dolby PLIix Music’1 

••2 

• 


••2 

• 


Dolby PLII Game/Dolby PLIix Game.i 


• 



参 


Dolby EX 

••2 



••2 



Neo:6 Cinema 


参 



• 


Neo:6 Music 


• 



• 


All Ch Stereo 

■ 

• 

• 

• 

• 

• 

Full Mono 

■ 

• 

• 

• 

• 

• 

T-D 

■ 

• 

• 

• 

• 

• 

Surround Sensation 

■ 

• 

• 

■ 

• 

• 


*1 サラウンドバックスピーカーを接続していない場合は 、 Dolby PLII になります。 
ソースによっては、選べないことびあります。 


サラウンドバックスピーカーを]つじ(上接続しているときに選べます。 （6.1 または 7.1 チヤンネル再生時) 
左ちサラウンドバックスピーカーを接続しているときだけ選べます。 （7.1 チヤンネル再生時） 


ご注意 

HDDVD 、 ブルーレイディスクを再生する場合、ディスクによっては再生中に異音が発生する場合びありま 
す。これは音声フォーマットび再を中に切り換わることび原因の]つと考えられますが、故障ではありませ 
ん*。 



53 





































u スニングモードを楽しむ 


エクスプレス 

■ DTS Express 、 DSD ソース 


入力信号の種類とフォーマット 

DTS Express 

DSD’i 

7 ルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル 

7 ルチ 
チヤンネル 
(5.1) 

2ch 

—■■■一まなソース 
リスニングモード — —~~~ 

プルーレイ， HD DVD 

SACD 

Direct 

参 

• 

• 

参 

参 

Stereo 

• 

• 

• 

• 

• 

Mono 

• 

参 

参 

• 

• 

DTS-HD Express 

• 





DSD 




• 


Neo:6 

••4 



• 


Dolby PLII Movie/Dolby PLIIx Movie’s 

••4 

• 


参 

• 

Dolby PLII Music/Dolby PLIIx Music’s 

••4 

• 


• 

• 

Dolby PLII Game/Dolby PLIIx Game’s 


• 



参 

Dolby EX 

••4 



• 


Neo;6 Cinema 


• 



• 

Neo:6 Music 


• 



参 

Mono Movie’3 




■ 

■ 

Orchestra’s 




• 

■ 

Unplugged 3 




• 

• 

Studio-Mix’s 




参 

• 

TV Logic’s 




■ 

■ 

All Ch Stereo 

• 

■ 

• 

• 

• 

Full Mono 

■ 

• 

• 

■ 

■ 

T-D 

• 

• 

参 

• 

• 

Surround Sensation 

• 

• 

• 

• 

■ 


*1 DSD 信哥ま、 PCM 44.] kHz に変換されてから処理されまず。 

がサラウンドバックスピーカーを接続していない堤合は 、 Dolby PLII になります。 

サラウンドスピーカーを接続していない場合は、選べません。 

* 4 ソースによっては、選べないことびあります。 


三^ HD DVD 、 ブルーレイディスクを再生する場含、ディスクによつ■□ま再生中に異音び発生する場合びあります。 
これは音声フオーマットび再生中に切り換わることび原因の]つと考えられますび、故障ではありません。 


お手持ちの SACD プレーヤーで PCM 出力か DSD 出力かを選択でさるとさは、 PCM 出力 
を選ぶことでより良い音費でお楽しみいただける場合があります。 
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リスニングモードを楽しむ 


■ AAC ソース 


入力信号の種類とフォーマット 

AAC 

7 ルチ 
チヤンネル 

2ch 

モノラル /7 ルチ 
プレックス 

■ 〜〜〜〜〜〜________ 主な ソース 

リスニングモード — 

池上 / BS/110° CS デジタル 

Direct 

• 

• 

• 

Stereo 

• 

• 

• 

Mono 

• 

• 

• 

AAC 

• 



Neo:6 

••3 



Dolby PLII Movie/Dolby PLIIx Movie 1 

••3 

• 


Dolby PLII Music/Dolby PLIIx Music*'' 

••3 

• 


Dolby PLII Game/Dolby PLIIx Game’1 


参 


Dolby EX 

••3 



Neo:6 Cinema 


• 


Neo:6 Music 


• 


Mono Movie’2 

• 

• 

雜 

Orchestra*^ 

• 

• 

• 

Unplugged *2 

• 

• 

• 

Studio-Mix*^ 

• 

• 

• 

TV Logic’s 

• 

雜 

• 

All Ch Stereo 

• 

• 

• 

Full Mono 

• 

• 

• 

T-D 

• 

• 

• 

Surround Sensation 

• 

• 

• 


*1 サラウンドバックスピーカーを接続していない場含は 、 Dolby PLII になります。 

がサラウンドスピーカーを接続していない場合は、選べません。 

ソースによっては、選べないことびあります。 

サラウンドバックスピーカーを]つじ(上接続しているときに選べます。 （6.1 または 7.1 チヤンネル再生時) 
左ちサラウンドバックスピーカーを接続しているときだけ選べます。（7.]チヤンネル再生時） 
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リスニングモードを楽しむ 



1」スニングモードや接続した機器によって音響効果をお好みに調整しておくことびできます。 


iS* 設定ボタンを巧す 



2 ▲/ ▼ボタンを押してに Audio Adjust」 を選び、ミ夫定ボタン 

逸@を を巧ず 

設定の表示び出ます。 


3 ▲/ ▼ボタンを巧して設定したい項目を還び、巧定ボタンを巧す 




«居 スりーフ 巧る3 

© 〇 〇 

段正子で VW ぶ巧テストト-ン 

-0 〇 〇 
ojaib 6 

- 厨——© 1— 質〇 


ぴわ rds 
~ -な 

音 m 

の 

j スニンヴモード 入〇な坦 


5 4 

7 , 
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リスニングモードを楽しむ 


マルチプレックス モノ 

Multiplex/Mono 時の設定をずる 


インブット マルチフレックス 

Input (Mux) 


多重音青やを重言語の放送などで音青や言語を 
選択します。 

表示ボタンを押して、表示部に音声の数び n+ij 
と表示されたら音亩多重放送です。 

Main :主音声を出力します。 

(お買い上げ時の設定） 

Sub :副音声を出力します。 

M/S :主音声と副音声の両方を出力しまず。 


インブット モノ 

Input (Mono) 


吕チャンネルで収録された入力信号を 「 Mono 」 
IJ スニングモードで再生するとさに使用する信 
号チャンネルを設定しまず。 

L+R :左ちチャンネルの信号を両方再生し 
ます。 

(お買い上げ時の設定） 

L :左チャンネルの信号を再生します。 

R :ちチャンネルの信号を再生します。 

己 ユージ ック ネオ 

PLUx Music/Neo: 己 Music 時の 
音質を調整する 


ご注意 

一-*-* 

• 2チャンネル収録された入力信号のみに効果があ 
ります。 

•スピーカーを2チャンネル（左ちフ□ントスピー 
カーのみ）に設定しているとさは、設定でさません。 


パノラマ 

Panorama 


前方の音場を横ち向に広げることびでさます。 
お買い上げ時の設定は「日 ff 」 に設定されています。 
On :パノラマ効果をオンにします。 

Off :パノラマ効果をオフにします。 


ディメンション 

Dimension 


音場を前方または後でへ移動させることびでき 
ます。お買い上げ時の設定は「日」に設定されて 
し、ます。 



•「日」を中むに、+1、+2、十3にすると後方へ、 
-1、一2、 一3 にすると前方へ移動します。 

• 広びり感びありすざたり、サラウンドび強すざる場 
合は音場を前方に調馨するとノ ' C ランスが良くなりま 
す。逆にモノラル感や音場び狭い感じの場却ま音場 
を後方に調舊するとノ くランスが良くなります。 


センター ウイスス 

Center Width 


センタースピーカーの音の広び0幅を調整する 
ことびできます 。 Dolby Pro Logic ll/Dolby 
Pro Logic llx では、センタースピーカーびある 
場合はセンターチャンネルの信号をセンタース 
ピーカーか5のみ出力します。（センタースピー 
力一びない場合は、左をフ□ントスピーカーに 
等分に振り分け、幻想のセンター音像を作りま 
す。） 

この設定では、センタースピーカーと左ちフロ 
ントスピーカーの配含を調整し、センターの音 
の重量感を調整することびできます。お買い上 
げ時の設定は「3」ですび、日〜7の範囲で選択 
でをます。 



サラウンドスピーカーを接続していないときは、 
設定できません。ジ,。 

「DTS Neo : 6 Music 」 は、2チヤンネルで収 
録されたソースを日チャンネルで再生するリスニ 
ングモードで、左ちフ□ントチャンネルか5い 
く 5か差し引いた音声を使ってセンターチャン 
ネルの音声を作0出します。どの程度音声を差 
し引いてセンターチャンネルのイ火ージを作る 
かを調整します。お買い上げ時の設定は「2」で 
すび、日〜日の範囲で選択でさます。 



• roj は左ちのチトンネルから半分〔一日 d 巳）差し 
引いてセンターイメージを作るため、より中央に 
寄った感じになります。視聴位置が中央からかな 
りずれている場合に効果的です。 

•「已」は左ちのチヤンネルから音声び差し引かれ 
ないため元のステレオ音声のバランスのまま出力 
されます。 




















リスニングモードを楽しむ 


ドルビー 

Dolby EX 信号の再生方法を設定する 


ドルビー 

Dolby EX 


サラウンドバックスピーカーを接続していない 
ときは、設定できません。この設定は、ドルビー 
デジタルとドルビーデジタルプラスにのみ効果 
びあ0ます。 

Auto :ドルビーデジタルの目.1チャンネル 
識別信号びあるとさは、 I 」スニン 
グモードび□日 Iby EX に切り換わり 
ます。 

(お買い上げ時の設定） 

Manual :選択可能なすべての U スニングモー 
ドを選ぶことびでをます。 

シアターデイ乂ンシヨナル時の調整 
をずる ( T - D ) 


リスニングアングル 

Listn Angl 


視聴ちか5見た左ちフ□ントスピーカーに対す 
る角度を設定します。シアターデイメンシヨナ 
ルはこの角度をもとにバーチャル処理を行し、ま 
す。左ちフ□ントスピーカーか5等距離で、か 
つ選択した U スニングアングルに近い視聴位 
置び理想です。 Wide (広い）、 Middle (中間）と 
NarTow (狭い）の中か5選べます。 

ミドル 

お買い上げ時の設定は Middle です。 


をフ□ントちフロント 
スピーカースピーカー 





視瞄者 


フ□ント 

Front 已 . 1 ch 


接続しているスピーカーをすべて前方に置いて 
シアターディ方ンシヨナルを楽しむ場合の設定 
です。 

Yes :スピーカーを前方に置いている場合に 
選びます。 

No :通常の配置にしている場合に選びます。 
(お買い上げ時の設定） 


ダイナミック イーキュー 

Dynamic EQ 機能を使弓 


ダイナ5ックイーキユー 

Dynamic EQ 


この機能は、適切な周波数特性やサラウンド音量 
レベルを設定するもので、音量のかさいとをでも 
ありのままの音を楽しむことびでさます。 

Off : Dynamic E 日機能をオフにします。 

On : Dynamic E 日機能をオンにします。 

しま思 

イ]ラィヴ- 

Dynamic EQ 機能は 、 Equalizer 設定が 「 Audyssey 」 
に設定されているときに働きます。〔陸>69ページ） 


58 















リスニングモードを楽しむ 


[ jy イトナイト機能をほラ 


ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー TrueHD 再生時のみに効果がありまず。 

劇場用に作5れた映画音声は大さな音と小さな音の差び大さいため、環境音や人の尝話などのルさな 
音を聞くには音量を上げる必要びあります。レイトナイト機能は音量幅をルさくすることびできるた 
め、全体の音量を上げずにルさな音わ聞こえます。夜中などに音量を絞って映画を鑑賞するときに便 
利です。この機能は、本機をスタンバイ状態にすると解除されます。 



レイトナイト 
ボタン 


レイトナイトボタンを巧ず 


レイけイト 



巧すたびにモードび切0換わ0ます。 


ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス 


Off :レイトナイト機能をオフにします。（お買い上げ時の設定) 
Low :音量幅をルさくします。 

High :音量幅をさ5にルさくします。 


ドルビー TrueHD 


Auto :レイトナイト機能は、自動で日 n か日 ff に設定されます。（お買い上げ時の設定） 
日 ff :レイトナイト機能を日 ff にします。 

On :音量幅をルさくします。 

一 

ごミち意 

•レイトナイト機能は、ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー 
TrueHD ソフトにのみ効果びあります。 

• コンテンツ製作者の意図により、レイトナイトのモードを変えても効果に変化のな 
いちのもあります。 
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リスニングモードを楽しむ 


〔—時的にるスピーカーレベルを調壁する 


再生中、一時的に各スピーカーのレベルをお好み 
に調整することびでをます。 

この設定は、本機をスタンバイ状態にすると解除 
されます。 





再生中にリモコンのチャンネル選択ボタンを巧して、音量 
レベルを調整ずる スピーカーを 選ぶ 



◄/ ►ボタンを巧して、各 スピーカーの 音量レベルを調整ず 
る 

◄ボタンを巧すと音量び下がり、►ボタンを押ずと上びります。一1別目 
〜+12服の範囲で設定できます。（サブウーファーは、一1已服〜+に服 
の範囲で設定でさます。）調整樓、何も操作せず日秒たつと元の表示に戻 
0ます。 



入カソースにサブウーファー音声要素 ( LFE ) び入っていない場合、サブウー 
ファーから音び出ないことびあります。 


※調整した値を記憶させたい場合は、テストトーンボタンで記憶させることびできます。（原目 S ぺージ) 
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リスニングモードを楽しむ 


サブウーファーレペルを変える 


サブウーファーの音量レベルを切り換えることびできます。この設定は、スタンバイ状態にすると解 
除されます。 




ヴプウーファーレベルコント□ール 

本体の SW LVL CTRL ボタンを巧ず 




LISTENING MODE ^/ ►ボタンでレベルを調壁ずる 

十に〜一1日服の間で1目盛りずつ変わります。 

•サブウーファーのレベルを「一1引にすると、サブウーファーか日の 
音びごくルさくな0ます。 



61 


































接続したスピーカーの「有/無」と「大きさ」を設定しまず。 
スピーカーの 大きさの目を 

^ 目安としては、お手持ちのスピーカー 

のユニッ 卜部び直径 16 cmJi (上の 
場合は rtargej , それ(下の場合は 
rs'mallj を選んでください。 



1,11 

2-10 


設を 


設定ボタンを巧す 



2 



▲/ ▼ボタンを巧してに . Speaker Setup 」 を還び、ミ夫定 
ボタンを巧ず 

スピーカーコンフイグ設定表示び出ます。 


3 



ミ夫定ボタンを巧すと rsu ちぶ/■ぶ Tfer 」 を設定する表示にな 
るので、 ◄/ ►ボタンでサブウーファーの r 有/無」を還ぶ 

Yes :サブウーファーを使用ずる場合 
No :サブウーファーを使用しない場合 


設定をずる（応用編) 


ス ピーカーの設定をする 


この中のをくの設定は自動スピーカー設定 （34 ページ）で自動設定されています。自動スピーカー 
設定の後に使用するスピーカーを変更した場合や手動で設定したい場合、自動スピーカー設定で設定 
された内容を確認ずるときに使用しまず。ヘッドホンを接続しているときは、設定できません。 

スピーカー環境の設定 


自動スピーカー設定 （ i ®"34 ページ）を行った場合は、自動で設定されています。 


io iO fi g 嚼 

空う苗 
si 谷◎©颗 Ice ぶ回 

?© 赏をな登晋 
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設定をする（応用編) 



▼ボタンを巧して 「 Front 」 を選び、 ◄/ ►ボタンでフ□ン 
トス ピーカーの 大きさを還ぶ 

Small :ル型のフ□ントスピーカーを接続している場合 
Large :大型のフ□ントスピーカーを接続している場合 

ご'ま意 

手順 3 で「 N 0」を選がした場合、フ□ントスピーカーは 「 Large 」 に固定さ 
れるため、この項目は選がでさません。 



▼ボタンを巧してに ntr 」 を選び、 ◄/ ►ボタンでセンター 
ス ピーカーの 設定をずる 

Small :ル型のセンタースピーカーを接続している場合 
Large :大型のセンタースピーカーを接続している場合 
None :センタースピーカーを接続していない場合 
一 

し注，居、 

手順 4 で 「 Small 」 を選択した場合は、 「 Large 」 は選択でさません。 




▼ボタンを巧して 「 Surr 」 を選び、 ◄/ ►ボタンで左ちヴ 
ラウンドス ピーカーの 設定をずる 

Small :ル型の左ちサラウンドスピーカーを接続している場合 
Large :大型の左ちサラウンドスピーカーを接続している場合 
None :左ちサラウンドスピーカーを接続していない場合 

ご'注意 

手順 4 で 「 Small 」 を選択した場合は、 「 Large 」 は選択でをません。 


▼ボタンを巧して rsurr B 」 を選び、 ◄/ ►ボタンでサラ 
ウンドバックス ピーカーの 設定をずる 

Small :ル型のサラウンドバックスピーカーを接続している場合 
Large :大型のサラウンドバックスピーカーを接続している場合 
None :サラウンドバックスピーカーを接続していない場を 



ご';ま意 

•手順6で 「 None 」 を選択した場合は、この項目は選択できません。 

• 手順6で 「 Small 」 を選択した場合は、 「 Large 」 を選択することはできません。 

D 手順 S に続く 
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設定をする（応用編) 



▼ボタンを巧して rSurrBack ChJ を選び、◄/►ボタン 
でサラウンドバックスピーカーの数を設定ずる 

Ich :接続したサラウンドバックスピーカーび 1 つの場を 

(SURR BACK PRE OUT L 端テに接続してくださし、。） 

2ch :接続したサラウンドバックスピーカーび2つの場合 

- ■<—*■ - 
し注,居、 

手順 7 で 「 None 」 を選択した場合は、この項目は設定でさません。 



▼ボタンを巧して rxoverj を遺び、イ/ ►ボタンで設定する 

ク□スオーバー設定値を環境に合った数値に設定しまず。 

目安としてサブウーファーを使用ずる場合は、フ□ントスピーカーのユ 
ニット部の直径を、サブウーファーを使用しない場合は「スピーカーの 
環境設定」 （ 防62ぺージ）で最视こ 「 Small 」 に設定したスピーカーユニッ 
卜の直径を目安にします。 


ユニッ ト部の直径 

ク□ス オーバー 設定値 

20 cm 1；•(上 

40/已0/巨0 

16〜20巳 m 

80 

13〜]日巳 m 

100 

9〜] 3 cm 

120 

9 cm U (下 

] 曰日（初期設定)/30日 


〇手順70に続く 


ダブル バス 

Double 巳 ass の設定 


この項目は自動スピーカー設定（《"34ページ）では自動設定されていません。 


サブウーファーを 「Yes (有り）」にしていて、フ□ントスピーカーを rtargej に設定している場合、 
サブウーファーをさ6に強調させることびでをまず。 



▲/ ▼ボタンを巧して 「 D . 己 ass 」 を還び、◄/►ボタンで 
設定ずる 

On :サブウーファーを強調します。 

Off :サブウーファーを強調しません。 



設定ボタンを巧す 

設定び終了します。 
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1つ前のメニューに戻るには、戻るボタンを巧してください。 




























設定をする（応用編) 


視聴位置からスピ~力一までの距離設定（スピーカーデイスタンス) 


自動スピーカー設定 （ cs ' SA ページ）を行った場合は、自動で設定されています。 


視聴位置か6スピーカーまでの距離を設定します。距離を設定することで、それぞれのスピーカーか 
S 視聴位置までの音の届く時間を一定にし、ホームシアターをより快適にお楽しみいただけます。 



設定ボタンを巧す 


2 


3 



スピーカー セットアップ 

▲/ ▼ボタンを巧してに . Speaker Setup 」 を還び、ミ夫 
定ボタンを巧す 


スレ.—う— 寻パス々、/ス 

▲/ ▼ボタンを巧して rSpeakerDistance 」 を選び、 
ミ夫定ボタンを巧ず 

単位を選ぶ設定び表示されます。 





◄ / ►ボタンで設定ずる「単位」を選ぶ 

meters :距離をメートルで設定する。日. 3 m 単位で日. 3 m から目 m の範 
囲で設定でさます。 

feet ： 距離をフイートで設定する。 ] ft 単位で1れから3日 ft の範囲 
で設定でさます。 



▲/ ▼ボタンを巧して 「 LeftJ を選び、 ◄/ ►ボタンで距離 
を設定ずる 

フ□ントスピーカーか5視聴位置までの実際におい数値に設定しまず。 

〇手順6に続< 
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設定をする（応用編) 


6 手順5をくり返し、接続したすべてのスピーカーの距離を設 

定ずる 

左フ□ント t センター__ ちフ□ント 
つ|ッ^ ^ ^ » - ► スピーカー 


ちサラウンド 
スピーカー 


スピーカー 

左サラウンドちサラウンド 
■ —バック ^—バック ^ 

スピーカー スピーカー 



• 「スピーカー環境の設定」で、「 N0 」または 「 N $ ne 」 を選択したスピーカー 
は、選択でさません。 

• センタースピーカー、サブウーファーはフ□ントスピーカーで設定した距離の 
+1.已 m の範囲で調整でさます。 

• 左ちサラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカーはフ□ントスピーカー 
で設定した距離の一4.日 m から+1.已 m の範囲で調舊でさます。たとえば、フ〇 
ントスピーカーを色 m に設定した場合、1.已 m から7.已 m の範囲で、フ□ントス 
ピーカーを 3 m に設定した場含だと、日. 3 m か54.已 m の範囲で調整できます。 


スピーカー スピーカー 


サブウーファー 


たサうり、 ノ K 
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設定ボタンを巧ず 

設定び終了します。 


1つ前のメニューに戻るには、戻るボタンを押してください。 
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設定をする（応用編) 


ス ピーカーの音量レベル調整(レベルキヤリブレ~シヨン) 


自動スピーカー設定 （ ra "34 ページ）を行った場合は、自動で設定されています。 


各 スピーカーからのテス ト音の音量び同じに聞こえるよ5に、それぞれの スピーカーの 音量レベルを 
設定しまず。スタンバイ状態にしてち記憶しています。 

•5 ューティング中や、ヘッドホンを接続しているときは、設定できません。 




設定ボタンを巧ず 


▲/ ▼ボタンを押してに . Speaker SetupJ を選び、ミ夫定 
ボタンを巧す 



▲/ ▼ボタンを巧して 「Level CalJ を選び、巧定ボタンを 
巧す 

「ヴ ー 」というテスト音び左フ□ントスピーカーより出力されまず。 



ご’;ま意 

「スピーカー環境の設定」で、 「 No 」 または 「 None 」 を選択したスピーカーは、 
設定でさません。 



▲/ ▼ボタンで スピーカーを 切り換え、 ◄/ ►ボタンを巧し 
て テスト 音を調整ずる 

すべてのスピーカーのテスト音び同じ音量に聞こえるよラに調整します。 
• -]2 clB 〜 +12 d 目の範囲で調整でをます。 

• サブウーファーは 一 1已服〜+12 d B の範囲内で調整でをます。 



D 手順5に続く 
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設定をする（応用編) 


5 手順4をくり返し、接続したすべてのスピー カーの テスト 

音を調壁する 

左フ□ント 、センター 、ちフ□ント 

スピーカー 


ちサラウンド 
スピーカー 


左サラウンドちサラウンド 
I —バック ^—バック 

スピーカー スピーカー 


スピーカー スピーカー 


サブウーフ; 


左サラウンド 
スピーカー 


& 
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設定ボタンを巧す 

設定び終了します。 


1つ前のメニ:!-に戻るには、威ボタンを巧してください。 

テスト I ンボタンでテスト音を出して設定ずることもできまず。 


①テスト!ンボタンを巧して、テスト音を出します。 

⑤次にイ/►ボタンでテスト音を調整し、チャンネル選択ボタンでスピーカーを切り換えまず。 
感もう一度テストトーンボタンを押すと、終了します。 
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設定をする（応用編) 


ス ピー九 一 の音場補正 


自動スピーカー設定 （1^34 ページ）を行った場合は、自動で設定されています。 


接続したスピーカーごとに、出力する音域の音量を調整でさます。各スピーカーの音量は目7ページ 
の方法でち調整でさます。 

ここでは、それぞれのスピーカーの音域別で音量を調整します。 



設定ボタンを巧ず 


2 



▲/ ▼ボタンを巧してに . Speaker Setup 」 を選び、巧定 
ボタンを巧ず 



▲/ ▼ボタンを巧してに口11日1128りを選び、ミ夫定ボタンを 
巧す 



◄ / ►ボタンを巧して「設定」を選ぶ 

Off :すべての音域で同じ音場設定になります。 

Audyssey :自動スピーカー設定で設定された音場設定になります。 

自動スピーカー設定を行わないと選択でをません。 

Manual :お好みで設定でさます。 

「 Manual 」 を選んだ場合は、手順 5 に進みます。「日 ff 」 または 「 Audyssey 」 
を選んだ場含は、手順 S に進みます。 

D 手順5に続く 
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設定をする（応用編) 


5 



▼ボタンを巧し、 ◄/ ►ボタンを巧して rch 」 を選ぶ 

r スピーカー環境の設定」柄已2ぺージ）で、 「 No 」 または 「 None 」 (外 
を還おしたスピーカーのそれぞれに巧して設定でさまず。 



▲/ ▼ボタンで r 調壁したい音域(周波数)」を選び、 ◄ /►ボ 
タンで調壁ずる 

SW :吕己 Hz 、40 Hz 、 白 3 HZ 、 100 Hz 、 1 60 Hz の周波数を 
-6 clB 〜十日 dB の範囲で調整でさます。 

その他のスピーカー： 63 Hz . 250 Hz , 1000 Hz 、 4000 Hz 、 1白000 Hz 
の周波数を一 SdB 〜 +6 clB の範囲で調整できます。 



日3比など、ほい周波数はほ音域、1日000比などの高し個波鄭ま高音域を表します。 



▲ボタンを巧してにり」を選び、◄/►ボタンで r スピーカー」 
を選ぶ 

手順 6,7 をくり返し、接続したすべてのスピーカーを設定します。 


8 



設定ボタンを巧ず 

設定び終了します。 


1つ前のメニューに戻るには、戻るボタンを押してください。 



Direct の U スニングモードのときは、効果びありません。入カソースや U スニングモードによっては、働か 
ないことがあ0ます。 
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設定をする（応用編) 


ソースの設定をずる 


2,6 

3-5 



S 垣 ス u— プ 明るさ 

© 〇 〇 


U 軍わ;/礼苗 R ?；!トト-ン 

-OOP 


な因り〇 

一巧"爲‘お料 


— I 切嫂杉! U 

巧が巧|〇 
…包。 


寶 

IJ スニンヴ亡ード 、力切あ 

I 


\ I 


7 


入力切換◄/►ボタンで、入カソースを選ぶ 

\ 

2 

設定 

帮 

設定ボタンを巧す 



6 14 設定ボタンを巧す 

設定び終了しまず。 
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設定をする（応用編) 


機器間の音量差を減らず 

インテ U ボ U ユーム 

( fntelliVolume ) 


本機に複数の機器を接続している場合、本機の 
ボリューム位置び同じでわ機器によって再生す 
るとさの音量に差び出ることびあります。この 
表示を出したまま、入カソースを切0換えて音 
量を聞を比べなび5設定すると便利です。 

•-12 cl 目〜十1 2 d 巳の範囲の調整でをます。 


B 巧像と音青の再生にズレがあるとさ 

シンク、 

( A/V Sync ) 


映像び音青より遅れて再生されるよラなとさ、 
この設定で映像信号と音声信号を同期させるこ 
とびでをます。日〜]日日 ms (ミ U セカンド：千 
分の]秒）の範囲を1日 ms ステップで、音声の 
遅延を調整することびできます。 

再生される映像を見なび5調整します。 

日〜10日 ms の範囲を1日 ms ステップで調整でを 
ます。映像と音青び同期するよラに、音声の遅 
延を調整してください。 

一-*-*-- 

ごま意 

この機能は、 U スニングモードを 「 Direct 」 にして 
いるとさのアナ□グ信号には働さません。 


入カソースに名前をつけるには 
(Name Edit ) 


DVD や VCR / DVR などの各入力に最大] 0文字 
の名前をつけて表示させることびでをます。 

次の艾字を使用でさます。 

A 巨 CDEFGHIJKLMNOPQRSTUV 
WX YZ 

abcdef 旨 hijkimnopqrstuvwx 
y Z 

01234己色78吕 

（）+ * 二/, ::!? _1_1 性白） 

▲/ ▼ボタン：入力する文字を選びます。 

ミ夫定ボタン：選んだ文字を決定します。 

イ/►ボタン：一度決定した樓、修正したいと 
さに文字を選びます。 

消音ボタン：一度決定した文字を取り消した 
いとさに巧します。 

•一度つけた名前を修正するとさわ同じ手順で 
巧います。艾字を選んで決定ボタンを押すと、 
新しい文字び上書さされます。 

•元の入力名に戻したいとさは、文字をすべて 
消音ボタンで消すか、空白で上書きしてくだ 
さし、。 


圧縮信号の音質を良 < ずる 

ミュージックオプティマイザー 

(Music Optimizer) 


この機能は、圧縮された音楽信号をより良い音 
質にします。 MP 3 などの非巧逆圧縮ファイルの 
再生時に便利です。 

Off : Music 日 ptimizer 機能をオフにします。 
On : Music 日 ptimizer 機能をオンにします。 

ごミ主意 

この磯能は、 48 kHz _ L ； rF の PCM 信号とアナ□グ信号 

に働きます。また、 U スニングモードび 「 Direct 」 の 
とさは、効果びありません。 
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1,4 

2,3 


設を 


設定ボタンを巧す 



▲/ ▼ボタンを巧して 

_ •_ ボリューム セットアップ 

翅©展「日 . Volume Setup 」 を 
選び、決定ボタンを巧 
ず 


設定の表示び出ます。 


Max Volume (最大音量) 

音量び大さくなり過ぎないよラに、音量の最大 
出カレベルを設定することびでさます。3日〜 
7目の範囲内で設定でさます。 

設定しないとさは「日け」を選びます。 

パワー オン ボリューム 

Power On Volume 
(パワーオン時音量) 

本機の電源を入れたとをの音量を一定に設定し 
てお< ことびでをます。 

Min - 1 ‘2…7日 ’ Max の範囲内で設定できます。 
ただし 、 Max Volume を設定している場合は、 
その値までしか設定でさません。 

本機をスタンバイ状!引こする前の音量をそのま 
ま残したい場合は 「 L 言"も:」を選びます。 

Hp Level (^ ly ドホンレベル) 

スピーカーで聞くときとへッドホンで聞くとさ 
の音量に差びある場合、ヘッドホンの音量を 
微調整しておくことびでさます。 一12 dB 〜 + 
I 2 clB の範囲で調整で舌まず。 



▲/ ▼ボタンを押して 
設定したい項目を選び、 
◄ / ►ボタンで調壁する 


4 


設定 設定ボタンを巧ず 

設定び終了します。 




設定をする（応用編) 


ボ U ユーム設定をずる 


6 a H 3 

寶 QP 


資 IOS© 口 

靈黨 d なな 一 


S 
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設定をする（応用編) 


單を 設定ボタンを巧ず 



ク 



▲/ ▼ボタンを巧して rs.HDMI SetupJ を選び、決定ボタンを 
巧ず 

設定の表示び出ます。 




--- 

击ち ス U -7 巧るさ 

© 〇 〇 

驻定巧ル至 fi テト■-ン 

-0 〇 〇 

な固直ち 

-周——©‘—較〇 


巧巧'〇豈 

DVDW 5 ■----4^5 る 

0 

邑 S 

の 

U 3ニンヴモード A 力田« 
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設定をする（応用編) 


才ーディオテレビアウト 

Audio TV Out 


リップシンク 

Lip Sync 


HDMI 端モか5音声出力を「する/しない」の設 
定びで走ます。本機の HDMI 日 UT 端子とテレビ 
の HDMI 入力端テを接続していて、テレビのス 
ピーカーか5音青を聞走たいとをなどに設定し 
ます。通常は 「 Off 」 にしておいてください。 
入力信号やテレビによっては、日 n にしても音び 
出ない場合びあります。 

Off :出力しません。（お買い上げ時の設定） 
On :出力します。 

ごま意 

•Audio TV Out の設定げ 「 On 」 で、テレビか6 
音声び出ている場合は、スピーカーか b 音声び出 
ません。 

• TV Contr 日の設定が 「 Enable 」 の場合は、 「 Auto 」 
になります。 

•お使いのテレビや入力信号によっては、設定げ 
「 On 」 でをテレビか5音声び出ないことがありま 
す。 

•この設定を 「 On 」 にしているとき、または TV 
Control の設定を 「 Enable 」 にしているときに 
テレビを聞いていると、本機の音量を上げると本 
機に接続しているスピーカーから音が出る場合げ 
あります。本機に接続しているスピーカーの音を 
止めるには、設定を変更するか、テレビの設定を 
変更、または本機の音量を下げてください。,,。_ 
•この設定を ron 」 にしているとき 、 Power 
Control の設定を 「 Enable 」 にしていると、本 
機がオン/スタンバイ状態にかかね6ず HDMI 入 
力端テか5入力される音声/映像信号は 、 HDMI 
出力端テに接続しているテレビや他の機器に出力 
されます。 


接続したモニターか5の情報により、映儘と音 
青のズレを本機で自動的に補正するかどラかを 
設定します。 

Disable :自動では補正しません。 

Enable :自動的に補正します。 

ごな意 

»—*-- 

• U ップシンク機能は HDMM 」 ップシンク対応の 
テレビに接続している場合にのみ動作します。 

• U ップシンク機能によって補正される遅延時間を、 
A/V Sync メニューで確認することびできます。 
(陸72ぺージ） 


カラー 

X.V. Color 


x.v.C 日 1 〇「対応のソースや モニターを HDMI 接続 
したとさに 「 Enable 」 に設定すると、色の表現 
力び向上します。 

Disable : x.v.Color を使用しません。 

Enable : x.v.Col 日「を使用します。 

ごな意 

醫 一** 

•「 Enable 」 にして色びおかしくなる場合は、 
「 Disable 」 に設定してください。 

•詳しくは接続した機器の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 
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設定をする（応用編) 


コント□ール 

Control 


本機と HDMI 接続した CEC 規格対応機器や 
RJ HE ド対応機器と連動動作するかどラかを設 
定レます。 

Disable : RIHD Control を使用しません。 
Enable : RIHD Contra 晤使巧します。 

ごを意 

•接続機器が対応していない場合や、対応している 
かどうか分からない場含は 「 Disable 」 に設定し 
てください。 

•「 Enable 」 に設定して、おかしな動作をする場合 
は 「 Disable 」 にしてください。 

•詳しくは接続した機器の取扱説明書をご K ください。 
ホ RIHD はオンキヨー製品の連動機能の名称で 
す。本機では HDMI 規格で定め5れている 
CEC (Consumer Electronics Control ) を 
使巧した連動を行ラことびでをます。 CEC に 
対応したいろいろな機器と連動することびで 
さますび、 RIHD 対応機器と推契製品し U がでの 
動作は保証いたしません。 

パワー コント□-ル 

■ Power Control 

この設定は 、 HDMI Power Contr 日 I 機能に対応 
した機器に接続している場含にのみ動作します。 
また、上記のに ontroU の設定び 「 Enable 」 
の場をに変更できます。 HDMI で接続された 
r = UhlD 対応機器と、電源連動させたい場合に 
Enable 」 に設定してください。ただし、接続 
機器び対応していない場含や接続機器の設定の 
状態によっては連動しない場合びあ0ます。 

Disable : Power Contr 日階使用しません。 
Enable : P 日 wer C 日 ntral を使用します。 

ごミ主意 

一-*-» 

•「 Enable 」 に設定しているときは、本機の待機電 
力が増えます。 

• Enable 」 に設定しているときは、本機をスタン 
バイ状態にするとレディモードになり、スタンパ' 
イインジケーターび点なします。 

•「 Enable 」 に設定しているときは、本機びスタン 
バイ状態においても、 HDMI 入力端子から入力さ 
れた映像信号は H D M I 出力端子に接続されたテレ 
ビや他の機器に出力されます 。 Audio TV 日山:の 
設定が rOn 」 の場合は、 HDM 暗声信号も HDMI 
出力端子から出力されます。 

•詳しくは接続した磯器の取扱説明書をご K ください。 


■ TV Control 

この設定は、 Control と Power Control の両方 
の設定び Enable 」 の場合に変更できます。 
HDM 胺続した RJ 卜の 対応テレビか5、本機 
をコント□—ルしたいときに 「 Enable 」 にしま 
す。 

Disable : TV Control を使用しません。 
Enable : TV Control を使用します。 

ごな意 

•テレビが対応していない場合や、対応している 
かどうか分からないときは、 「 Disable 」 に設定 
して < ださい。 

•詳し < は接続した磯器の取扱説明書をご富くだ 
さし、。 


ご注意 

• Control、Power ControL TV Control の 
設定を変更したあとは、すべての接続機器の 
電源を一度オフにして、再度入れ直して<だ 
さい。また、接続機器の取扱説明書も必ずお 
読み < ださい。 

• Audio TV 日山を ronj に設定した場含、 
または TV 巳 ontrol を 「 Enable 」 に設定し、 
テレビか6音声を出す場合、本磯のボリュー 
ムを操作すると、本機につながれたスピー 
カーから音び出るよラになります。本機の音 
を消したいときは、もラー度セットアップ操 
作やテレビの操作をやり直すか、ボリューム 
を最ルにしてください。 
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設定をする（応用編) 


デジタル入カモードを DTS 、 PCM に固定する 


デジタル入力端テび設定されていない入カソース 
の場合は設定できません。（陸=39ページ） 

DTS や PCM 信号の再生中にノイズや巧間の頭切 
れび気になる場含は、設定することをおすすめし 
ます。デジタル入力を DTS または PCM に固定す 
ることびでさます。 


2 

3 


技さわン糾 S 巧？：!トーン 

-0 0 0 
卜。7> こ] X二三 _ = 

0^0 〇 
◎百◎旨 

•醒ベ 

呂夕 

の 


乂力な担 

I 


I I 



U モコンの入力切換◄/►ボタンで設定する機器を選ぶ 



設定ボタンを約3秒間巧し続ける 

現在のデジタル入カモード 「 Auto 」 び表示されます。表示の體ろの （） 
は入力端テを表します。 



rAutoJ 表示中（約3秒間）に◄/►ボタンを（くり返し) 
巧して、デジタル入カモードを選ぶ 

押すたびに、下記のよラに表示び切り換わります。 


广 Auto 夺 


>PCM 


DTS っ 


Auto (お買い上げ時の設定）： 

デジタル信号び入力されていないときは、アナ n グ信号を再生します。 


PCM : 

Auto で CD などの PCM の巧間で頭切れび気になる場合に選択してくださし、2チヤンネルの PCM だ 
けび再生できます。 


DTS : 



Auto で DTS - CD を再生するとき、 DTS 信号を識別して読み取る間や、 CD の早送り、早戻しをする 

ときのノイズび気になる場含に選択してください。 DTS - HD 政外の DTS 音声を再生できます。 

-•*■**»■■ - 

ごを意 

DTS 対応の巳 D や LD を再生するときは、必ず 「 Auto 」 または 「 DTS 」 を選択してください。 「 PCM 」 を選 
択すると、ノイスが出力されます。 


77 
























困つたとをは 


まず下記の巧客を点検してみてくだをい。接続した他の機器に原因がある場合もありまずので、他機 
器の取扱説明書も参照しなが5あわせてご確認ください。 

オンキヨーホームページか5も、製品の取り扱い方法や FAQ (よくあるご質問）をお調べいただくこ 
とがでさまず。 

http :// www . jp . onkyo . com / support / 

♦交:章の最後にある数字は参照ページ数でず。 


修理を依頼される前に 


本機び動作しなくなったり、操作びできなくなったときに、本機のマイコンを U セットすることで、 
トラブルび解消されることびありまず。修 I 里を巧頼される前に、下記の手順でマイコンを I 」セットし 
てみて < ださい。 


—マイコンのリセツトについて 



オン スタンバイ リスニング モード 

ON/STANDBY LISTENING MODE 

ボタン ►ボタン 


登録したレベル設定などをすべてお買い上げ時 
の設定に戻したいとさは、攻下の手順で本機の 
マイコンをリセツトでさます。 

電源の入った: I 犬態で本体の USTENING 
MODE ►ボタンを巧しなが6、 ON / 
STANDBY ボタンを巧ず 

表示部に 「 Clear 」 と表示され、本機の設定 
びお買い上げ時の状態に戻0ます。 


[ _ 電源 _ I 

電源が入5ない 

• 電源プラグびコンセントか5抜けていないか確認してくださし、。 

• 一度電源プラグをコンセントか5抜き、巳秒上待ってか5再度コンセントに差し込んでください。 

曰 ド 

音靑が出ない 

• HDMI 入力端子の設定や音青入力端テの設定を確認してください。 （38、 39) 

• 接続コードのプラグは奧まで差し込んで<ださし、。 

•接続した機器の入力端子/出力端子に間違いびないか確認してください。 

•入力び正しく選択でさているか確認してくださし、。 

• 保護回路び働いている可能性びあります。スピーカー コー ドびショートしていないか、本機背面の端 
テ、 コー ド、スピーカー背面端テをご確認ください。 （吕〇〜吕吕） 

•スピーカー コー ドの©、©は正しく接続されているか、スピーカーコードのビニール部分びスピー 
_力一端テにはさまっていないか確認してください。_ (20 〜 22) 

•ボリューム位置を確認してください。本機は基本的に Mirvl ’ S ’ 日 ’Max まで調整できます。 

一般のご家庭で已日前渡までボ U ュームを上げていても、正常な範囲です。 （4 吕） 

• 接続した再生機器側で出力設定を確認してください。 
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困ったとさは 


• HDMI 入力した音声び出力されない場合は、プレーヤー側の出力設定を変更してください。 

•接続した機器でのデジタル音声出力の設定を確認してください。 DV □対応のゲーム機など、機器に 
よっては初期設定び日 FF になっていることびあります。 

•デジタル入カモードの設定の確認を行ってください。 「 DTS 」 や 「 PCM 」 に固定されていると、そ 
れの音声を出力しません。 （77) 

エラーメッセージが出る 

• 操作中、表示部に表示されるメッセージは政下の内容を意します。 

Not available :その機能は使えないということを意味します。たとえば、ドルビーデジタル政外 
の入力信号のためレイトナイト機能び設定できないときなどに表示されます。 
_ Muting On :ミューティング（消音）機能び日 N になっているため設定できません。_ 

DTS 、 PCM のインジケーターが点滅している 

•デジタル入カモードを固定している場合、その固定されたフオーマットがの信号び入力されてい 
ます。設定を確認し、デジタル入カモードを rAutoJ にしてください。 (77) 

センタースピーカーやサラウンドスピーカーか6音が出ない/サブウーファーか5音が出ない 
•リスニングモードによっては、音声の出力されないスピーカーびあります。他の U スニングモード 
を選んでください。 

•再生するソースによっては、ドルビープ□□ジック II のリスニングモードは音び出にくい場合びあ 
0ます。 


巳. Ich 対応の DVD ソフトや巨 S デジタルの曰. Ich 放送は臨場感を表現する信号び含まれていること 
びをいですび、 CD や一般の放送には含まれていないのび一般的ですので、化の U スニングモード 
をお選びください。 


•パソコンやゲーム機、 DVD プレーヤーなどの接続した再生機器側で出力設定を確認してくださし、。 

• サブウーファーレベルを調整してください。 

(61) 

音が良<ない 

• スピーカーコードのプラス©/マイナス©が正しく接続されているかご確認ください。 

(20-22) 

• 自動スピーカー設定をちう 一度 行うか、スピーカーの「有/無とク□スオーバー周波数」、「距離」、「音 

量」設定を手動で行ってください。 

(34、白 2) 

• ピン コー ドのプラグは奧まで差し込んでくださし、。 

に 5) 

レコー ドプレーヤーの音が小さい 

• レコードプレーヤーびフォノイコライザー内蔵か、お確かめくださし、。 

内蔵していないレコードプレーヤーの場合は別途フォノイコライヴーび必要です。 


レコー ドプレーヤーが再生でをない 



• MC カートリッジタイプのレコードプレーヤーをお使いの場合は、昇圧トランスまたはへッドアン 
プとフオノイコライヴーび必要です。 


〈音質について〉 

電源プラグの極性を変えると音び良くなることびあります。 
電源投入後1日〜30分程度経過した方び音質は安定します。 
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困ったとさは 


特定のスピーカーか6音が出ない 

—テスト音は出まずか？- 

スピーカーの音量レベル調整で、接続したすべてのスピーカーか5個別にテスト音び出ているか 
確認してください。 （巨 7) 

表示部にスピーカーの表示は出るが、テスト音が出ない 
• 音の出ないスピーカーの接続び正しくない可能性びあります。 

スピーカーコードの芯線部分び本機のスピーカー端テの金属部で固定されているか確認してくだ 
さい。 

コードび巧れ曲びったり損傷していないか確認してください。 

テスト音ち出ず、表示部にも表示されない 

• スピーカーの設定び正しくなし巧能性びあります。わう一度、自動スピーカー設定をするか、スピー 
力一の 「有/無とク n スオーバー周波数」の設定を手動で行ってください。 （34、 62) 

テスト音は出るび、音び出ない 

•再生するソースによっては音び出にくいスピーカーびあります。 

•サブウーファー音声要素 ( LFE ) の入っていないソフトを再生している場合、サブウーファーか 
5音び出ないことがあ0ます。 

表示と違ラスピーカーか5音が出る 

• スピーカーの接続び正しくありません。それぞれのスピーカーび正しい端テに接続されているか 
確認してください。 （吕〇〜 22) 


リスニング モー ドによっては音が出ない スピー カーがありまず^- 

センタースピーカーか5しか音が出ない 

• テレビや AM 放送などモノラル音源を再生するときに、 U スニングモードをドルビープ □□ ジッ 
ク II またはドルビープ□□ジック llx にすると、センタースピーカーに音び集中します。 

センター スピーカー やサラウンド スピーカー か6音が出ない 

• U スニングモードび 「Stereo」、「 Mon 日」のときは、センタースピーカーやサラウンドスピーカー 
か5音び出ません。 

サラウンドバックスピーカーか6音び出ない 

•入カソースやリスニングモードによっては、サラウンドバックスピーカーの音び出にくい場合び 
お0ます。 

サブウーファーか6音が出ない 

•入カソースにサブウーファー音声要素 ( LFE ) び入っていない場を、サブウーファーか5音び出 
ないことびあ0ます。 


ドルビーデジタル 

希望ずる信号 フオーマツ トで聞くことができなし、 (Dolby D 间 tal、DTS や AAC の フオーマツ トにな5ない) 


Dolby Digital、DTS や AAC の音声を聞くためには、デジタル接続が必要でず。 


•接続した機器でのデジタル出力の設定を確認してください。 DV □対応のゲーム機など、機器によっ 
ては初期設定でデジタル出力び日 FF になっていることびあります。 

•デジタル入力端子の設定の確認を巧ってください。初期設定と違ラ接続をした場合には、設定し直 
す必要びあります。 （39) 

希望ずるリスニングモードが選べない 

• スピーカーの接続状況によっては選択でをないリスニングモードびあ0ます。「入力信号の種類と 
対応するリスニングモード」でご確認ください。 （49) 

音■調整が 80(Max)iy 下で終わる 

•付属の測定巧マイクで自動スピーカー設定をした場含や、スピーカーの音量調整をした場合は、音 
量最大値が変わることびあ0ます。 


•サブウーファーレベルを変更した場合は、音量最大値び変わることびあります。 （61) 
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困ったとさは 


ノイズが出る 

• オーディオ用ピンコードと電源コードなどを束ねると音質び祟化しますので避けてください。 

• 接続コードび影響を受けている可能性びあ0ますので、接続コードの位置を動かしてみてください。 

レイトナイト機能が働かない 

• 再生ソースびドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー TrueH 日のいずれかになつ 
ているか確認してください。 （已 9) 


DTS 信号について 

•日 TS 信号を再生しているときは、本機の DTS インジケーターび点巧します。プレーヤー側での一 
時停止やスキップ操作時に発生するノイズを防ぐため、再生び終了しても DTS インジケーターび 
点灯したままになります。このため、 DTS 信号から急に P 仁 M 信号に切0換わるタイプのソフトは、 
PCM びすぐに再生されない場合びあります。このとをはプレーヤー側で再生を約3秒政上中断し、 
再び再生を行ラと正常に再生されます。 


•一部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル接続をしてち正しく DTS 再生びでをない場 
合びあります。出力されている DTS 信号に何5かの処理（出カレベル調整、サンプリング周波数変 
換、周波数特性変換など）び行われていると、本機び正しい DTS 信号とみなすことびでさず、ノ 
イズを発生することびありまず。 


• DTS 対応ディスクを再生しているときにプレーヤー側で一時停止やスキップなどの操作をすると、 
ごく短時間ノイズび発生する場含びありますび、これは故障ではありません。 


HDMI 入力音声が頭切れずる 

• HDMI 信号は、イ也のデジタル音青信号に比べてフオーマット認識に時間びかかるため、音の出だし 
び遅れることびあります。 

U モつン 
リモコンが働かない 

•電池の極性（@、 ©) び、表示通り正しく入っているか確認してください。 (10) 

• 電池を2本とわ新しいわのと交換してみてください。 

(種類の異なる電池の使用や、新しい電池とちい電池の混用はさけてください） (10) 

• U モコンと本体の間び離れすざていませんか？リモコンと本体の間に障害物びありませんか？ (10) 

•リモコン受光部に強い光（インバータ壁光灯や直射日光）び当たっていませんか？ (10) 

• オンキヨー製 DVD プレーヤーや RI ドックの操作がでさない 

•オンキヨー製他機器と 巧 ■ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 巧 I ケーブルを 
接続している場合、オーディオ巧ピンコードち接続してください。 （巧 ■ケーブルだけでは正しく 
連動しません） （29) 


• リモコンを本機のリモコン受光部に向けてください。 (10) 


•入力表示び正しく設定されているか確認してください。 （41) 

他機器との接続 
接続した機器の音が出ない 
• 入力切り換えを確認してください。 

•オーディオ用光デジタルケーブルび折れ巧びった0損傷していませんか？ 

• フオノイコライヴーを内蔵していないレコードプレーヤーは、別売のフオノイコライザーを中継し 
て < ださい。 

テレビの映像びにじむ 

• テレビからスピーカーを離してください。 
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困ったとさは 


r その他_ I 

自動スピーカー設定中に 「Noise ErrorU というメッセージが出る 

• お使いのスピーカーに異常びあることわ考え5れます。スピーカーの出力などを点検してみてくだ 


さい。 （37) 


を重音声の言語を切り換えたい 

• [Input ( Mux )」 で主音声/副音声を選択します。 （已 7) 


へッドホンを接続ずると音が変わる/表示が消える 

•「 Direct 」 「 Mono 」 しがか DU スニングモードを選択している場合は、ヘッドホンを接続すると自動 
的に Stereo 出力になります。 （43) 


スピーカーの距離設定が希望通りにな6ない 

•設定する数値びホームシアターに適した数値に屬正されることがあ0ます。 （目巨) 


音量に関ずる設定を希望通りの数字にできない 

•付属の測定用マイクで自動スピーカー設定をした場をや、ボ U ューム設定をした場含は、設定でき 
る音量最大値び変わることびあります。 （73) 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していますび、ごくまれにが部か5の雑 
音や巧書ノイズ、また静電気の影響によって誤動作する場合びあります。そのよラなときは、電 
源プラグを抜いて、約日秒後にあらためて電源プラグを差し込んでください。 


製品の故障により正常に録音-録画できなかったことによって生じた損害 （ CD レンタル料等) 
については保証対象になりません。 

大事な録音をするときは、あ5かじめ正しく録音•録画できることを確認の上、録音•録画を行つ 
て < ださい。 


本機の電源〕ードをコンセントか5巧くときは、本機をスタンバイ状態にしてか5巧いてくださし、。 
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用語集 


音声フオ—マット 


ヴラウンド （ Surround ) 

ドルビーデジタルや DSP の音声モードなどを用 
いた臨場感のある音の総称。 

ドルビーデジタル （Dolby Digital ) 

ドルビー社によって開発されたデジタルマルチ 
チャンネル音声規格。モノラルか5巳.1チャンネ 
ルまでに対応しています。プ□グラム間でセリフ 
の平均レベルを一定に保つダイア□グノーマラ 
イゼーション、視聴環境の制約に対応してダイ 
ナミックレンジを調整するダイナミックレンジ圧 
縮、スピーカーの数に含わせて出カチャンネル数 
を最適化するダウンミックスなど数々の機能び採 
り入れられています。 DVD - Video の標準音声、 
米国 DTV の標準音声として採用されています。 

ドルビー EX (Dolby EX ) 

映画館の壁面に配置されるサラウンドチャンネル 
スピーカー、左ち側面と背面の3つのセクション 
(左サラウンド、ちサラウンド、バックサラウンド） 
に分割します。これによ0サラウンドの空間表現 
九定位感び高められ、3目0度の回転や頭上を通 
過するよラな移動音効果をよりリアルに体感でさ 
ます。バックサラウンドチャンネルは左サラウン 
ド、ちサラウンドに振り分けることわできるため、 
通常の日.1チャンネルとして、既存のドルビーデ 
ジタル環境で再生することび可能です。 

ドルビープ□□ジック II (Dolby Pro Lo 留 c II ) 

ドルビー社によって開発されたマト U ックスタイ 
プのサラウンドデコード技術。ステレオ音源を己] 
チャンネルであるかのよラな立体音場で楽しむこ 
とびできます。映画の再生に適した 「 Movie 」 モー 
ド、 音楽再生に適した 「 Music 」 モード、ゲーム 
機などに適した 「 Game 」 モードびあります。 

ドルビープ□□ジック llx (Dolby Pro Logic llx ) 

ドルビープ□□ジック II をさ 5 に改良したマト 
U ックスデコード技術。ステレオ音源を 7.1 チャ 
ンネル再生するため、かってないほど自然でなめ 
5かなサラウンド体験び得5れます。映画の再生 
に適した 「 Movie 」 モード、音楽再生に適した 
「 Music 」 モード、ゲーム機などに適した 「 Game 」 
モードびあ0ます。 

ドルビーデジタルプラス （Dolby Digital Plus ) 

ドルビー社び開発した、次世代高精細光ディス 
ク（ブルーレイ 、 HD DVD ) に収録可能な非可 
逆圧縮の高音質音声 フォーマッ トです。 48 kHz 
のサンプ U ング周波数で、最大 7.1 チヤンネルを 
サポートします。 


ドルビー TrueHD (Dolby TrueHD) 

ドルビー社び開発した、次世代高精細光ディ 
スク（ブルーレイ 、 HD DVD ) に収録可能 
な可逆圧縮の高音質音青フォーマットです。 
48/9目 kHz のヴンプ U ング周波数で、最大 7.1 
チャンネル、1日 2 l < Hz のサンプリング周波数で 
最大巳.1チャンネルをサポートします。 

DSD (Direct Stream Digital) 

スーパーオーディオ CD に採用されたち式です。 
1日日川 Z をカノ（一する再生周波数範囲と可聴帯域 
巧に Od 巨政上のダイナミックレンジび確保でき 
るので、原音に近い音舌で録音•再生びできます。 
DTS デジタルサラウンド (DTS Digital Surround) 
米国の DTS 社び開発したデジタルサラウンド 
フォーマット。 コヒレント アコー ステ ィッ クス符 
号化と呼ばれる算法を使用し、圧縮率は通常4:] 
程度と比較的低くなっています。映画館ではフィ 
ルムにプ U ントされたタイムコードに同期して 
CD-R 日 M に記録された音青び再生されます。 

DTS-ES エクステンデ ィッ ドサラウンド 
(DTS-ES Extended Surround) 

従来の DTS 已 . Ich システムにセンターバック 
サラウンド （ CS ) チャンネルを加えたもので、 
かつてない音像•定位感を再現します。 DTS - 
ES には 「 DTS - ES ディスク U — 卜目 . Ich 」 と 
「□ TS - ES マトリックス日. Ich 」 の巧重類びあ 
り、どち5ち下位互換性を有しているため従来 
の DTS 日.1 ch 対応機器での再生わ可能です。 

DTS-ES ディスク ij- 卜 （ DTS-ES Discrete) 

己.1チャンネル音声データに拡張データとして 
センターサラウンドチャンネル音声データを付 
加し、この方式に対応した DTS デジタルサラ 
ウンドデコーダーによって完全に独立した日.] 
チャンネル音声を再生する DTS システム。 

DTS-ES マト IJ ッ クス (DTS-ES Matrix) 

映画館における DTS - ES と同様に、あ5かじめ 
左ちサラウンドチャンネルにマトリックスエン 
コードされたセンターバックサラウンドチャン 
ネルを、マト U ックスデコーダーを使って復元 
して日.1チャンネルとする方式の DTS システム。 
マト U ックスデコーダーとして Ne 日:目に対応し 
た機器を使用します。 

DTS Express 

日 TS 社び開発した最大日. Ich 、48 l < Hz の □- 
ビットレート音青です 。 HD DVD のサブオーディ 
才、ブルーレイディスクのセカンダリーオーディ 
才などに収録される他、放送コンテンツやメディ 
アサーノ く一などの応用び想定されています。 
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用語集 


DTS 96/24 

DTS 目目/24フ オーマッ トソースに記録された拡 
張用データを使用して、已 .1 チャンネル再生する 
DTS システム。ヴンプ U ング周波数日目 kHz 、 量 
子化ビット数24ビットの高音質で、さめ細やか 
な音青を再現します。 

DTS - HD 八イレゾリユーシヨンオーディオ 
( DTS-HD High Resolution Audio ) 

DTS 社び開発した、次世代高精細光ディスク（ブ 
ルーレイ 、 HD DVD ) に収録巧能な非巧逆圧縮の 
高音質音声 フオー マットです。 96 kHz のヴンプ I 」ン 
グ周波数で、最大 7.1 チャンネルをサポートします。 

DTS-HD マスターオーディオ 
( DTS-HD Master Audio ) 

DTS 社び開発した、次世代高精細光ディスク 
(ブルーレイ 、 HD DVD ) に収録可能な可逆圧 
縮の高音質音声フオー マッ トです。48/目目 kHz 
のサンプ U ング周波数で、最大7.]チャンネル、 
19乳 Hz のヴンプ U ング周波数で最大曰.1チャ 
ンネルをサポートします。 

Neo :6 

DTS 社によって開発された、デジタル•アナ □ 
グを含むすべての2チャンネル ソースを 日チャン 
ネルサラウンドにするマトリックスデコード技 
術。映画に適した 「 Cinema 」 モードと音楽に適 
した 「 Music 」 モードび用意されています。ま 
た、 DTS - ES マト U ッ クスのセンターサラウン 
ドチャンネル信号の抽出にを使用されます。 

MPEG -2 AAC 

AAC(Aclvancecl Audio Codin 呂)は、 AT & T 社、 
ドルビー社、フラウンホーファー•インスティ 
テユート•フオー•インテグレーティド•サーキッ 
卜 fraunhofer 1に）、そしてソニー株式尝社の 
4社の高品質マ J レチチャンネ J レ音声符号化のため 
の最先端技術を組み合わせたちので、 IS 日と IEC 
の共同管轄の下に、 MPEG -2 規格の一部として 
規格化された音声圧縮符号化方式です。 

従来の MPEG 音青との懐方互換性びないので、 
従来の MPEG 音青デコーダーでは再生できませ 
ん。わび国のデジタルテレビ音声方式として採 
用されています。 



アナログ 

一般的な再生機器に装備されている L/R (白/赤） 
音声出力端子か5の音声を、アナ□グ音青と呼 
びます。 
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デジタル 

デジタル端テは一般的に、 CD プレーヤー、 
DVD プレーヤーなどに装備されています。 
ドルビーデジタルや DTS などのデジタル音声を 
聴くとさやデジタル録音するとさは、デジタル 
端子と接続しておく必要びあります。 

光 （ OPT に AL ) デジタル 

DVD や CD などのデジタル信号を入出力するため 
の信号で光ケーブルを使用して接続します。 

アナ□グよりち再生や録音びさ5に高品位になり 
ます。接続する機器に日 PT に AL 端テびある場合 
に使用でさます。音質は同軸デジタルと同等です。 

同軸 （ COAXIAL ) デジタル 

DVD や CD などのデジタル信号を入出力するた 
めの信号で同軸コードを用いて接続します。 

アナ□グよりも再生や録音びさ5に高品位になり 
ます。接続する機器に C 日 AXIAL 端テびある場合 
に使用でさます。音質は光デジタルと同等です。 

サンプリング周波数 

アナ□グ信号をデジタル信号に変換するとさの精 
度。 44.1 kHz は]移)間に 44] 0曰回、曰目 kHz は] 
砂間に目目00日回アナ□グ信号を読みとってデジ 
夕 J レに変換します。 

ダイナ S ックレンジ 

信号を正しく変換する最大のレベルと、雑音等 
機器の性質で制限させる最ルレべルの差。 

し FE (Low Frequency Effect ) 

ドルビーデジタ J レや DTS の低周波数効果音のこと。 
一般にディスクなどの信号に入っているとサブ 
ウーファーび効果的に働をます。 

己. Ich サラウンド 

視聴位置前方に設置するセンタースピーカー] 
つ、フ□ントスピーカ ー2 つ、横または後方に 
設置するサラウンドスピーカー 2つで已 ch (チヤ 
ンネル）、サブウーファーは他のスピーカーよ0 
わ再生でをる音域び1日分の1のため、この目本 
のスピーカーを使って再生することを己.] ch ヴ 
ラウンドと言います。 

7. Ich サラウンド 

視聴位置前方に設置するセンタースピーカー]つ、 
フ n ントスピーカー2つ、横または後方に設置す 
るサラウンドスピーカー2つ、真後ろに設置する 
サラウンドバックスピーカー 2つで 7 ch (7 チヤ 
ンネル）、サブウーファーは他のスピーカーよ0 
わ再生でさる音域び10分の1のため、この8本 
のスピーカーを使って再生することを7.] ch ヴ 
ラウンドと言います。 





主な仕様 


■AV センター ( SA -20 己 HD ) 

実用最大出力 30 WX 己 （ Ich 駆動、 IkHz ' 己 n / JElTA ' 全高調波歪率10%) 


定格出力 

白 0 W ( SW 、 100 Hz '3 n / JEITA ' 全高調波を率10%) 

2己 WX 己 （1 ch 駆動、1 kHz ' 己 n / JElTA ' 全高調波歪率0.4%]ツ下） 

己 0 W ( SW 、 1 OOHz ' 3 n / J 曰 TA ' 全高調波を率0.4%]；(下） 

全高調液重率 
ダンピングファクター 
入力感度/インピーダンス 
周波数特性 

0.4%(1 kHz 定格出力時） 

70 (フ□ント、 8 n ) 

1己 0 mV /47 kn ( LINE 1/ LINE 2// LINE 3) 

FL/FR : lOHz 〜100 kHz ( Direct 時） 

FL / FR / C / SL/SR :1已 OHz 〜 20 kHz 、+ l /-3 clB 
SW :10 Hz 〜150 Hz 、 +1/-3祀だ1;白「白〇時、 Crossover ： 1巳 OHz 時） 

SN 比 

スピーカー適応インピーダンス 

10己祀、 LINE 1/ LINE 吕 / LINE 3 Di 怕な時、 IHF-A 

6 n 〜1日 n ( FL / FR / C / SL / SR ) 

3 n ( SW ) 

映像入力/映像出力 （ HDMI ) 
音声入力 

2/1 

デジタル 2 ( OPTICAL ),1( COAXIAL ) 

アナ□グ 3 

音声出力 

マルチチヤンネルプリ吕 .Ich ( SBL / SBR ) 

サブウーファープ IJ 1 
へッドホン 1 

音場制御用マイク端子 
電源 

消費電力 
待機電力 

列お寸法（幅 X 高さ X 奥行さ） 
質量 

1 

AC 100 V (己0/巨 OHz ) 

1 10 W 

0.2 W 

205 X 11巨 x 3 吕 6 mm 

4.5 kg 
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主な仕様 


■サブウーファー ( SWA - V 20 HD ) 


お式 

定格インピーダンス 

最大入力 

定格感度レベル 

定格周波数節囲 

キャビネット内容積 

列お寸法（幅 X 高さ X 奥行を) 

質量 

使用スピーカー 
ターミナル 
防磁設計 


バスレフ型 
30 
7日 W 

83服/ w/m 
32 Hz 〜1 kHz 
]0 U ットル 

22已 X 2 白已 X 31 日 mm (サランネット、 
7. Ik 呂 

16 cm 日 MF コーン型 
プッシュ式 
有 ( JEITA ) 


■ヴテライトスピーカー ( ST - V 20 HD ) 


お式 

定格インピーダンス 
最大入力 
定格感度レベル 
定格周液数節囲 


2ウェイバスレフ型 
60 
4日 W 

81服/ w/m 
巨 OHz 〜 80 kHz 


ク□スオーパー周波数 8 kHz 


キャビネット内容積 

がお寸法（幅 X 高さ X 奥行さ) 

質量 

使用 スピーカー 

ターミナル 
防磁設計 


1.3 リットル 

] 日 2 X 17 己 XI 2目 mm (サランネット、 
1.3 k 呂 

ウーファー： 8 cm 日 MF コーン型 
ツイータ ー : 2 cm バランスドーム 
プッシュ式 
有 ( JEITA ) 


仕様および外観は性能向上のため予告なく変更することびあります。 


一云ナル突起部含む) 


一 S ナル突起部含む) 
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修理について 


■ 保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、 
お買い上げの際にお受け取りくださし、。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
を、大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰よ 0] 年間です。 

■調子が悪いとさは 

意かな操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よくお読みいただを、 
お調べください。本機!;(かの原因わ考え5れま 
す。ご使用の他のオーディオ製品ちあわせてお 
調べください。それでもなお異常のあるときは、 
電源プラグを抜いて修理を依頼してくださし、。 

修理を依頼されるときは、下の事項をお買い上 
げの販売店、または付属の「オンキヨーご相談 
窓□-修理窓□のご案内」記載のお近くのオン 
キヨー修理窓口までお知5せ < ださし、。 

お名前 

^お電話番号 
^ご住所 

^ 製品る I BASE - V 20 HD ] 

I SA -205 HD I 

^できるだけ詳しい故障状況 


■ オンキヨー修理窓口について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓□-修理窓 
口のご案内」をご覧ください。 

■ 保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたときは、商品と保証 
書をご持参ご提示のラえ、お買い上げの販売店 
またはお近くのオンキヨー修理窓口へご相談く 
ださい。詳細は保証書をご覧ください。 

■ 保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはお近くのオンキヨー修理 
窓□へご相談ください。修理によって機能び維 
持でさる場合はお客様のご要望により有料修理 
致します。 

■ 補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切〇體8年間 
保有しています。性能部品とは、その製品の機 
能を維持するために必要な部品です。保有期間 
経過後でを、故障箇所によっては修理可能の場 
合びあ0ますのでお買い上げ店、またはお近く 
のオンキヨー修理窓口へご相談ください。 
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ご購入されたとさにご記入 < ださい。 

サービスを依頼されるとをなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日: 年月日 

ご購入店名：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

棘巧を化 

本社大阪府寝屋川巿日新町 2-1 干 572-8540 

製品のご使用ちミ去についてのお問い合わせ先：コールセンター 
a 己已 0-3 16 ] -9 已己已受付時 P 马10: 00—18 ： 00 
(± •曰’祝曰’弊社の定める休業曰を除きます） 

サービスとヴポートのご案内： http :// www . jp . cinkyo . ccim / support / G 0806-2 


[ ONKYO 1 

IhomepageI 

http://www.jp.onkyo.com/ 
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